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2019 年 12 月 1 日に中国の武漢市で原因不明の肺炎が
発症した。12 月 30 日には、中国の研究グループにより、
その原因は新型コロナウィルスであることを明らかにさ
れた。それ以降、新型コロナウィルスは瞬く間に世界に広
がり、人々の生活様式を一変させた。この２年間を見ると、
世界の空を縦横に飛び交っていた飛行機は消え、人々で溢
れかえっていた町から人の姿が消えた。さすがに少しずつ
元の姿を取り戻しつつあるが、コロナ以前に戻ることはな
いように思う。

コロナ禍の中で、テレワークとオンライン会議が多用さ
れている。町の中心部にオフィスを構えて、そこに出勤し
て仕事をするという形が変わってきている。また、全国各
地から、あるいは世界から集まって会議をするという形も
変わってきている。テレワークが、オンライン会議が、空
間の壁を取り払った。通勤や会議参加のための出張といっ
た移動の時間が必要なくなった。その結果、仕事を目的と
した人の移動が激減することになった。

世界を震撼させたコロナ禍は人々の生活を一変させる
ことになる。人々の生活の変化は、まちづくりにも影響を
与える。鉄道や自動車の登場が、それまでのまちの姿を変
えた。今日、自動車は自動運転の時代を迎えている。これ
からの町の姿は新型コロナの感染拡大と自動運転の進展
により、大きく様変わりすることになる。

今年の 2 月 24 日、突如、ロシアがウクライナに侵攻した。
ウクライナ南部の 2 州は、ロシアの攻撃により廃墟となっ
ている。また、ウクライナの首都であり、東ヨーロッパ最
古の都市でもあるキーウは、ロシアのミサイル攻撃を受け
ている。町を作り上げるのは大変であるが、壊すのは一瞬
である。松山の町も 1945 年 7 月 26 日の深夜から翌日未
明にかけて、米軍の空爆により焼け野原にされている。そ
れから 77 年かけて、松山の町を作り上げてきている。戦
争という悲劇が 2 度と起こらないことを願うが、南海地
震は間違いなく発生する。地震に強い松山を作り上げてお
く必要がある。

松山アーバンデザインセンターは、人材育成に、まち
づくりに対して、全国的にもユニークな取り組みを展開し
てきている。その評価は高く、毎年のように各種の受賞
をしてきている。今年度も、2 つの賞を受賞している。一
つは、「アーバンデザイン・スマートシティスクール松山」
に対する国土交通省の都市景観大賞優秀賞の受賞である。
本スクールの「ディレクターを若手研究者や市派遣者が担

い、高校生から大学院生の幅広い年代の若者が参加するこ
とによって、継続的な担い手確保と理解者支援者の拡大が
実現」している継続性や、運営体制面の工夫に加え、「交
通分析の可視化や最先端技術の導入など、他地域では一般
的でない分野の研究者・技術者の参画により、まちづくり
のイメージを変える戦略的な取り組み」がおこなわれてい
ることが評価された。

もう一つは、日本都市計画学会の年間優秀論文賞の受賞
である。愛媛県松山市郊外に位置する余土地区と久米地区
を研究対象地とし、地形図や空中写真、その他、歴史資料
をもとに、近代から現代に至るまでの景観変容を記述し、
その発展過程を分析している。結果として、旧農村由来の
農地単位には、エリアが市街地化されていく過程で農地や
空地を含むいくつかの過渡的な土地利用パターンが存在
することを明らかにしている。また、それらのパターンは
段階的に、余土地区では同心円状に分布し、久米地区では
南部の低地方向への分布傾向が確認された。すなわち地区
の自然条件や公共施設及び土地基盤整備等のインフラ整
備事業の履歴によって違いが見出されることを明らかに
している。

公共空間の利活用に関する研究として、「アーバンデザ
イン・スマートシティスクール松山」に取り組んできてい
る。このプログラムは、地域資源を生かし、新たな公共空
間の構想と計画を実践する市民参加型学習となっている。

また、まちづくり拠点としては、松山市花園町通りに、
市民や観光客が滞在利用できる「もぶるラウンジ」を運営
している。当施設では、フリースペースとしての利用に加
え、まちづくり関連書籍を主としたライブラリーを設置
し、各種の企画展示を行ないながら、市民活動による専用
利用も受け付けている。また、情報発信として、花園町通
りの利活用の様子をまとめた小冊子シリーズの発行、映像
作品歴史まちあるき（余土編）の YouTube への公開、都
市ビジョンの構築に向けたリサーチ「松山の都市形成史」
のウェブ公開を行っている。

その他、本センターでは、支援事業や研究会活動を行っ
ている。支援事業では、都市郊外のあるべき姿を検討する
ことの一環として、日招八幡大神社池の改修計画の支援を
行っている。研究会活動としては、アーバンデザイン・ス
マートシティスクール松山に関わる講義を行っている。さ
らに、「都市展示記念フォーラム」、「松山の新たな駅まち
づくりシンポジウム」を松山市との共催で開催している。

松山市都市再生協議会 会長
矢田部 龍一

はじめに
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プロジェクトマップ 2021

展示の様子

検討会の様子

第 1 回まちあるき

ラウンジ利用の様子

作成した模型
花園まちのいろいろ冊子 05

展示の様子

未開催展フライヤ―

フィールドワーク ( 現地調査 ) の様子

企画していたフィールド実証のモビリティ路線図

伊予鉄余戸駅

農地 調整区域内

余戸公民館

竹宮集落
日招八幡大神社

余土

 アーバンデザインスマートシティスクール

花園グループ

 アーバンデザインスマートシティスクール

松山駅グループ

 アーバンデザインスマートシティスクール

まちなかグループ

 アーバンデザインスマートシティスクール

道後グループ

 アーバンデザインスマートシティスクール

モビリティグループ

 みかん山

 堀之内

 アーバンデザインスマートシティスクール

行動分析グループ

UDCM（もぶるラウンジ）

〈日招八幡大神社、池の改修計画支援〉

Ch. 05 支援事業

Ch. 01 スマートシティプロジェクト

Ch. 03 まちづくり拠点の運営

Ch. 02 公共空間の利活用

〈UDNM まちづくり塾 2021〉

〈City Ride〉

〈City Safe〉
〈社会実験『urban design week.』〉

〈花園まちのいろいろ冊子シリーズ〉

〈アーバンデザイン・スマートシティスクール松山〉

〈もぶるラウンジの運営〉

『urban design week.』は、アーバンデザイン・ス
マートシティスクール松山の活動プラン実施と松
山スマートシティプロジェクトのフィールド実証
実験が連動した社会実験である。2021 年度内の
開催は見送ったが、実施予定だった内容などを紹
介する展示『未開催展』を、もぶるラウンジにて
開催した。

COVID-19 感染予防対策を講じながら、ラウンジ内での企画展示、ライブラリー
の貸出再開、ラウンジ便りの発行再開等に取り組んだ。

花園町通りの利活用の様子、UDCM の取り組み内
容等をまとめた小冊子シリーズを、昨年度から引
き続き 3 冊発行した。

神社境内で古い池が見つかったことから、地域のこ
どもたちが遊べるような親水空間を目指した計画支
援を行った。

次世代モビリティサービスを検証するため、利用者が
呼べば停留所に配車される呼び出し方式の予約システ
ムを構築、市内中心部のコインパーキングや公共施設
などに停留所を設け、短距離定路線型のモビリティを
走行させるフィールド実証を企画した。（開催の直前
に延期を決定したことから、フィールド実証自体は次
年度に繰り越しとなった。）

自家用車や徒歩による避難行動を表現できるミクロ交通
シミュレーションモデルを用いて、メッシュ型滞在人口
データ活用した避難行動シミュレーションを実施した。

「模型づくり」と「図鑑づくり」を行う小学生向けのまちづくり塾を開講し、写真を
撮るまち歩きや、保護者や一般の方も参加した「おひろめ会」を開催した。

地域資源を生かし、新たな公共空間の構想と計
画を実践する市民参加型学習プログラムである。
今年度はスクール形式を採用し、40 名の受講生
が、6 グループにわかれて活動プランづくりと
その実践に向けて取り組んだ。

YouTube の画面

〈松山歴史まちあるき〉
昨年度から取り組んできた歴史まちあるき映像作
品（余土編）の編集作業を行い、YouTube での公
開を開始した。

3D 都市モデルを活用した避難行動 Sim の可視化
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Topic

COVID-19 と UDCM をとりまく状況
2021.4-2022.3

COVID-19 の感染状況は収束しておらず、昨年度に
引き続き、感染対策のためのマスク着用や手指消毒が
欠かせない日々が続いている。次頁の図に 2021 年 4
月～ 2022 年 3 月までの COVID-19 感染状況の変化と
それに対する世界や日本国内の状況、愛媛県や松山市
など地域が置かれた状況、UDCM や愛媛大学の対応
について時系列的に示した。

個々のプロジェクトに対する影響とその対応状況に
ついては次章以降で詳しく振り返りを行っている。

出典

世界・国内状況：
NHK 特設サイト新型コロナウイルス、主要なニュー

ス https://www3.nhk.or.jp/news/special/coronavirus/
chronology/?mode=digest&target=latest（2022.6.3 最
終閲覧）

愛媛県：
愛 媛 新 聞 ONLINE、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 関 連 情

報、県内ニュース https://www.ehime-np.co.jp/online/
news/coronavirus/（2022.6.3 最終閲覧）

愛媛大学：
愛 媛 大 学 全 職 員 向 け 事 務 連 絡 メ ー ル、2021.4.1-

2022.3.31

花園町通り：
1. お城下マルシェ Instagram、@ojokamarche
2. 花 園 み ん な で 創 る プ ロ ジ ェ ク ト Instagram、@

hanazonodori
3. 松 山 ア ー バ ン デ ザ イ ン セ ン タ ー facebook、@

UDCMatsuyama
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スマートシティ

既成市街地の更新や次世代都市サービスの導入をモデルケースとして、
データ駆動型都市プランニングに基づいたまちづくりの実現を国土交
通省のスマートシティモデルプロジェクトと連携して実施している。
今年度は、次世代モビリティサービス（City Ride）の導入検討のため、
フィールド実証の企画に取り組んだほか、防災分野でのデータ駆動型
都市プランニングの知見を得るため、昨年度、受託し繰り越している
次世代防災サービス（City Safe）に関する検証も実施した。

・City Ride
・City Safe
・可視化ツールの開発

01
Chapter
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運行は、市内中心部のコインパーキングや公共施設
などに停留所を設け、3 つの路線を設定する短距離定
路線型とした。また、時刻表は設けず、利用者が呼べ
ば停留所に配車される呼び出し方式とした。

また、urban design week. のホームページを立ち上
げ、そのページで、利用者はモビリティの位置情報を
見ながら WEB アプリでモビリティを呼び出すシステ
ムを構築した。

さらに、モビリティの利用状況だけでなく、その前
後の利用者の移動経路や移動手段を把握するため、プ
ローブパーソン調査を行うこととし、200 名程度のモ
ニターを募集した。

上記のとおり準備を進めていたが、今年度、2022
年 1 月 14 ～ 23 日で開催予定であった urban design 
week. は、新型コロナウィルス感染拡大防止のため、
開催の直前に延期を決定したことから、このフィール
ド実証も次年度に繰り越すことにした。

（１）City Ride
公共交通事業で採算性や運転手不足が課題になる

中、自動運転技術等を活用した次世代モビリティサー
ビスの導入が考えられる。人件費の削減や運転手の確
保に加えて、自動運転になることで、定時定路線型や
デマンド型、貨客混載、ツアー、イベント送迎といっ
た複数の形態であっても、利用状況や需要に応じてき
め細やかな運用することが期待できる。

この次世代モビリティサービスの導入において、
データ駆動型都市プランニングを活用することによ
り、既存公共交通との補完や連携による一体的なモビ
リティサービスの提供や、市内で繰り広げられる様々
なアクティビティとの連動で、全体最適を図ることを
目指すものである。

１）フィールド実証の企画
次世代モビリティサービスを検証するため、有人運

転のジャンボタクシーを走らせ、市内中心部でモビリ
ティサービスを展開しながら、City Probe や City Sim
と合わせて、行動変容の把握や運行計画の最適化など
を目指した。

このフィールド実証にあたっては、中心部の各エリ
アで各々に展開されるイベント等（アクティビティ）
をモビリティでつなぐことなど、アクティビティと連
動したモビリティサービスについての検証を行うた
め、『アーバンデザインスマートシティスクール松山』
のグループワークと連携し、『urban design week.』と
して企画した。

　　　　　　　モビリティを呼び出す WEB アプリ

企画していたフィールド実証のモビリティ路線図

　　　　　　urban design week. ホームページの開設
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２）シミュレーションモデルの継続開発
データ駆動型都市プランニングにより、アクティ

ビティやモビリティの利用状況に応じた最適なモビリ
ティサービスの運行計画の提案を目指している。

今年度は、ミクロ交通シミュレーションモデル
『Hongo』の継続開発により、空間改変前後の比較検
証やフィールド実証結果を用いたモビリティサービス
の検討が可能になった。

具体的なシナリオとして、JR 松山駅付近連続立体交
差事業と土地区画整理事業，バスタ整備の可能性も考
慮したもの，フィールド実証の運行予定路線を次世代
モビリティサービスとして導入したものを作成した。
さらに，計算結果の状況を可視化し、交通手段別の人
や車両の移動状況、時間帯別リンク速度による道路混
雑の状況を確認できた。さらに、時間帯別リンク速度
の可視化により、ミクロな交通状況の経過について把
握可能であることも確認できた。

データ駆動型都市プランニングの活用イメージ

次世代モビリティの運行路線と乗降場所
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交通手段別の人や車両の移動状況

時間帯別リンク速度による道路混雑の状況



UDCM  Annual Report 2021

15

（２）City Safe
三津浜地区及び宮前地区の内水 ･ 高潮の複合的な災

害時の避難行動を対象とした取組みであり、昨年度の
追加補正での募集に対し応募し、今年度したものであ
る。

実施にあたり、簡易水位計を設置し、地区内のより
詳細な水位の把握を行うとともに、その水位データ以
外にも、雨量や河川 ･ 下水道管路データなどを用いて、
高潮と内水を考慮した動的な浸水氾濫シミュレーショ
ンを愛媛大学水工学研究室と共同で行った。

また、自家用車や徒歩による避難行動を表現でき
るミクロ交通シミュレーションモデルを構築し、メッ
シュ型滞在人口データ活用した避難行動シミュレー
ションを実施した。

三津浜 / 宮前地区でのワークショップ風景
3D 都市モデルを活用した避難行動 Sim の可視化

実証実験実施フロー
三津浜 / 宮前地区での浸水氾濫解析結果（高潮）

このシミュレーション結果を市民にわかりやすく可
視化するため、3D 都市モデルを用いて、鳥瞰とアイ
レベルで、3 次元で可視化した。また、アイレベルは、
3D 都市モデルだけでなく、VR を用いてリアルな浸水
状況を可視化した。

このシミュレーション結果を地元住民が集まるワー
クショップで提示し、一人一人のマイ ･ タイムライン
がどう変化するかを検証することとした。

このワークショップは、全 3 回を予定していたが、
新型コロナウィルスの感染者数が増加したことから、
感染拡大防止のため、3 回目は延期して、次年度に繰
り越すこととした。
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人や車両の移動について、現況データやシミュレー
ション結果を市民に分かりやすく可視化するため、交
通シミュレーション結果を可視化するツールの開発を
行った。

主に、オンラインでの利用を想定し、WebGL で開
発を行い、背景となるマップに 3D 都市モデルの建物
データ等が表示できるよう、3 次元表現が可能なもの
とした。

移動体は、歩行者、自転車、自動車（乗用車・バス）、
路面電車が分別でき、移動速度等により着色を変えて
表現できるものとした。

（３）可視化ツールの開発

交通シミュレーション結果可視化ツールによる表示



02
公共空間の利活用公共空間の利活用

ChapterChapter

UDCM では 2016 年度から 2019 年度まで、松山市中心市街地賑わ
い再生社会実験業務を松山市から受託し、まちづくり拠点運営とプロ
グラム企画の実施等を通じた賑わいづくりに取り組んできた。松山市
による当該社会実験終了に伴い、2020 年度から UDCM による自主運
営に切換え、まちづくり拠点である「もぶるラウンジの運営（後章）」
と「公共空間の利活用」を行っている。

COVID-19 による混乱が続く中、これまで取り組んできたみんなのひ
ろば（2014-2018）、花園町通り（2018-）、またアーバンデザインス
クール（2014-）でのプログラム企画等の知見を活かし、今年度は新
たにスクール形式での公共空間利活用プログラムの開発等に取り組ん
だ。次頁以降にて、具体的な活動内容について振り返る。

・アーバンデザイン・スマートシティスクール松山
・社会実験『urban design week.』
・プログラム支援
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学んでいこうじゃないかというのが、このアーバンデ
ザイン・スマートシティスクールの趣旨になります。

それぞれのチームには、メンターと言われる方々
がついています。メンターからは、数理的な分析のア
ドバイスや、またメンターも一体になって、プログラ
ムデザイン、空間デザインのアイディアを出し、社
会実験、実証実験までぜひいってほしいと思います。

（2021.7.23 第 1 回講義 冒頭挨拶）

２）体制
本年度は、40 名の受講生が、6 グループにわかれて

活動プランづくりとその実践に向けて取り組んだ。受
講生の内訳は以下の表のとおりである。

肩書 所属 人数

学
生

愛媛大学 ９

24

松山大学（短大含む） ８
聖カタリナ大学 １
東京大学 ２
芝浦工業大学 １
河原デザイン・アート
専門学校

３

社
会
人

松山市役所 ７

16

芙蓉コンサルタント ２
復建調査設計 １
JR 四国 １
伊予鉄道 １
伊予銀行 ２
その他 ２

また、各グループには UDCM プロジェクトディレ
クターをメンターとして配置し、グループの受講生た
ちに助言を行いながら、活動に伴走する役割を担った。
各グループのメンターと、各グループの受講生数は、
次頁の表のとおりである。

（１）アーバンデザイン・スマートシティスクール松山
１）経緯

アーバンデザイン・スマートシティスクール松山（以
降「スマートシティスクール」という）は、地域資源
を生かし、新たな公共空間の構想と計画を実践する市
民参加型学習プログラムである。COVID-19 の影響が
長期化する中、公共空間利活用の継続や市民参加の機
会づくりを行う 1 つの方法として、今年度はスクール
形式を採用した。

スマートシティスクールの趣旨として、初回講義冒
頭での羽藤 UDCM センター長の挨拶を記載する。

これまで UDCM では複数の外部空間・プロジェク
トの敷地で具体的な設計、デザインマネジメントを
やってきているわけですが、ここに市民の方々のいろ
んな活動を、さらにプログラムデザインということで
実走し、それぞれの敷地をバラバラなままで済ませる
のではなく、自動走行をはじめとする新たなモビリ
ティで、互いのプログラムをつなげていくことはでき
ないだろうかと考えています。

いま我々は COVID-19 下で、移動の総量が減って
きています。公共交通の事業者の方も、経営が非常に
厳しくなってきていて、これから一体、地域の交通が
どうなるんだろうということが言われています。そう
いった中で中長期的には、この自動走行といったもの
ですとか、JR 松山駅あるいは松山市駅といったところ
の空間改変が、交通ネットワークのつなぎ方を変えて
いく起爆剤、きっかけになるのではないかというとき
に、新たな、生活者のまちの楽しみ方・暮らし方、と
いうのが、この外部空間をいかに活用し、かつ、それ
が市民の方々の生活をどう具体的に変えていくのかと
いうことを数量的にみえるようにしてあげて、みんな
でそのまちの未来像を共有し、新たな松山市のまちづ
くりの方向性を示していけないかと、それをみんなで

表　受講生の内訳
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図　運営体制

メンター 学生
受講者数

社会人
受講者数

グループ合計
受講者数

道後 力村  真由（多摩美術大学/UDCM） ５ ２ ７

花園 板東  ゆかり（UDCM/ 愛媛大学） 4 2 6

松山駅 芝原  貴史（東京大学/UDCM） ３ ４ ７

まちなか 片岡  由香（愛媛大学/UDCM） ５ ２ ７

モビリティ 三谷  卓摩（UDCM/ 愛媛大学） ４ ３ ７

行動分析 石飛  直彦（復建調査設計/UDCM） ３ ３ ６

　表　各グループの構成
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受講生のグループ分けについては、受講申し込み
時に、興味・関心のあるグループを確認し、受講生本
人の希望に沿ったグループに振り分けた。メンターに
ついては、対象となるテーマやエリアに関わっている
UDCM メンバーを各グループに配置した。また運営
スタッフは、各グループに対して、適宜、協力者（地
域のキーパーソンや大学教員などの専門家）との橋渡
しやグルーブワークの進め方などの助言や補助を行っ
た。

３）スケジュール
　2021 年 7 月の開講以降、受講生は月 1 回のオンラ
イン講義（金曜 18-20 時）を受けながら、グルーブワー
クを通じて、活動プランづくりとプラン実施に向けた
準備等に取り組んだ。下表に講義や発表会など、全体
スケジュールを示す。

表　全体スケジュール

月日 内容

2021.7.23 第 1 回 講義　事例紹介①
「外部空間の使い方」講師：伊藤 香織（東京理科大学 教授）
「データ分析の面白さ」講師：大山 雄己（芝浦工業大学 准教授）

2021.7.30 第 2 回 講義　エリア紹介①
「花園町通りの特徴と課題」講師：重松 建宏（花園町東通り商店街組合）
「道後温泉地域の特徴と課題」講師：山澤 満（道後温泉誇れるまちづくり推進協議会）

2021.9.3 中間発表会（活動コンセプト発表会）
コメンテーター：野志 克仁（松山市 市長）、松本 啓治（坂の上の雲ミュージアム 総館長）、
重松 建宏（花園町東通り商店街組合）、山澤 満（道後温泉誇れるまちづくり推進協議会）、
園田 修也（ひめぎん情報センター）、古谷 純（日立製作所）、羽藤 英二（UDCM センター
長）、松村 暢彦（UDCM 副センター長）、四戸 秀和（UDCM ディレクター※当時）

2021.10.8 第 3 回 講義　エリア紹介②
「松山のまちなかの成り立ち」講師：松本 啓治（坂の上の雲ミュージアム 総館長）　
「聖地　道後の歴史」講師：胡 光（愛媛大学法文学部 教授）
「上人坂の空間再生と効果の見える化」トークゲスト：小林 里瑳（東京大学大学院 博士
課程）、奥村 敏仁（大和屋本店旅館 代表取締役社長）、力村 真由（多摩美術大学 副手）

2021.11.12 第 4 回 講義　事例紹介②
「デュアルモード・ソサイエティにおける交通防災まちづくり ～豊洲スマートシティの取組み～」
講師：大村 珠太郎（清水建設）　

「IHI の豊洲スマートシティの取り組みについて ～気象・交通の計測技術を中心に～」講師：寺田 基、
河村 清美、大野 正夫（IHI）

「デジタルツインで創る未来都市 ～強靭でスマートなまちづくり～」講師：佐々木 康弘（NEC）　
「利便性だけじゃダメ！人類全てに優しくあるべきスマートシティ」講師：辻 早紀（一般社団法人
 One Smile Foundation）

2021.12.3 活動プラン発表会
コメンテーター：伊藤 香織（東京理科大学 教授）、大山 雄己（芝浦工業大学 准教授）、羽藤 英二（UDCM
センター長）、松村 暢彦（UDCM 副センター長）、羽鳥 剛史（UDCM 副センター長）

2022.1.14-23 社会実験（活動プラン実施）※ COVID-19 感染拡大により開催見送り（延期）
社会実験の代替え企画（オンライントーク）実施

2022.3.10-20 スマートシティスクール活動プラン実施の代替え企画（動画撮影）実施
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なお、スマートシティスクールのオンライン講義は、
アーバンデザイン研究会を兼ねて開催したため、受講
生以外も聴講できるよう、UDCM の YouTube チャン
ネルにてライブ配信を行った。ライブ配信は申込不要、
参加無料で市民などがリアルタイムで視聴することが
できる仕様とした。各講義の内容については、アーバ
ンデザイン研究会の頁にて振り返る。

４）グループワーク等の実施
グループワークについては、グループメンバーの都

合や COVID-19 感染状況に合わせ、対面とオンライン
を織り交ぜて取り組んだ。実施頻度はグループによっ
てまちまちであったが、中間発表会以降は、多くのグ
ループが週 1 回程度、定期的にオンラインで集まり、
議論や準備を進めていた。

グループ内外のコミュニケーションについては、ス
マートシティスクール用にワークスペースを開設した
Slack を積極的に利用するよう呼びかけたため、日常
的な交流や資料の共有などが Slack 上で行われた。運
営スタッフも Slack 上での各グループ内のやりとりを
確認することができたため、ある程度、各グループの
状況や進捗を把握することができた。

オンラインでのグループワークの様子

対面でのグループワークの様子

フィールドワーク（現地調査）の様子（２）

フィールドワーク（現地調査）の様子（１）
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Slack 上での資料や進捗共有の様子（２）

Slack 上での資料や進捗共有の様子（１）
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５）各グループの活動プラン
全体スケジュールのとおり、9 月にグループの「活

動コンセプト」、12 月に「活動プラン」を発表し、コ
メンテーターの方々にご講評いただいた。各グループ
の「活動コンセプト」と「活動プラン」について、発
表会での発表内容とコメンテーターのコメントを中心
に、スクール TA を務める学生スタッフ（中出）のレポー
トにて振り返る。

花園グループ
活動コンセプト（9/3 発表）：

花園町通りの成り立ちとフィールドワークによって
得られた課題を整理した上で、「市民による市民のた
めの通り」とすることを活動コンセプトとして発表し
ました。コメンテーターの松村暢彦氏（愛媛大学 教授
/UDCM 副センター長）からは、異なる要素を持つも
のを組み合わせ、魅力的なものを生み出すことを花園
町通りで実現できると良いといった意見をいただきま
した。

　　花園グループの活動コンセプト発表の様子

活動プラン（12/3 発表）：
「笑顔つながる だんらんプロジェクト」と題し、通

りでの展示による屋外空間の使い方の提案、はなぞの
くじによる新たなアクティビティの誘発、こたつを通
した屋外空間の過ごし方の提供を活動プランとして発
表しました。コメンテーターの伊藤香織氏（東京理科

大学 教授 /UDCM プロジェクトディレクター）からは、
展示のバナーの人目に付く具体的なデザイン案やこた
つ企画に訪れた人々の過ごし方の記録を行うと良いと
いった意見をいただきました。

　　
　　　花園グループの活動プラン発表の様子

松山駅グループ
活動コンセプト（9/3 発表）：

松山駅の現状を空間的特徴や乗降客数などから把握
した上で、人がとどまる要素が少ないことを課題とし
て取り上げ、地下道や駅前広場を活用したイベントを
発表しました。コメンテーターの四戸秀和（UDCM
ディレクター）からは、地下道の空間条件を活用した
提案や駅周辺部を活かした時間の過ごし方のイメージ
を広げると良いといった意見をいただきました。

　松山駅グループの活動コンセプト発表の様子
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活動プラン（12/3 発表）：
フィールドワークで得られた松山駅の現状と他の駅

前広場の事例を比較した上で、工事中のスペースにあ
るコンテナの装飾や人工芝を引いた休憩スペース設置
等の試験的利用と手作りのランタンを用いた空間づく
り企画の活動プランを発表しました。コメンテーター
の松村暢彦氏からは、手作りランタンを用いた空間づ
くりの際、待つことに繋げるために普段とは違う空間
に誘うための仕立てをすると良いといった意見をいた
だきました。

　　　松山駅グループの活動プラン発表の様子

まちなかグループ
活動コンセプト（9/3 発表）：

まちなかを歩くきっかけが少なく、滞在時間が短
いことを課題として挙げた上で、フォトイベントによ
るきっかけづくりや荷物運搬サービスによる快適なま
ちなか移動に関する提案を発表しました。コメンテー
ターの松村暢彦氏からはイベント等の実施に向けて、
まちなかを歩く人を観察調査し、ニーズの整理をする
と良いといった意見をいただきました。

　まちなかグループの活動コンセプト発表の様子

活動プラン（12/3 発表）：
まちなかを歩くきっかけが少ない現状を踏まえて

回遊性の向上を図ることを目的とした上で、謎解きの
要素やタイムスリップによる歴史的感覚を組み合わせ
たスタンプラリー形式の活動プランを発表しました。
コメンテーターの羽鳥剛史先生（愛媛大学 准教授 /
UDCM 副センター長）からは、昔の人の行動を調査・
模倣するなど、タイムスリップ演出の仕掛けを凝ると
良いといった意見をいただきました。

　　まちなかグループの活動プラン発表の様子

道後グループ
活動コンセプト（9/3 発表）：

上人坂に目的地が少ないことや道後地区全体の回遊
性が乏しいこと、地区内に点在する魅力的な歴史的観
光資源が認知されていないことを課題として挙げた上
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で、上人坂の駐車場や裏道を活用した新たなアクティ
ビティ案とその効果検証方法について発表しました。
コメンテーターの松本 啓治氏（坂の上の雲ミュージア
ム 総館長）からは、道後の夜の灯りや風情を活かした
提案ができれば良いといった意見をいただきました。

　　道後グループの活動コンセプト発表の様子

活動プラン（12/3 発表）：
現在の道後の課題を整理した上で、上人坂に新た

なにぎわいを生むことをコンセプトに掲げ、歩きたく
なる仕掛けと光源を入れた「いっぺん袋」の配布や捨
莉紙の移動販売、休憩所の設置によって上人坂をはじ
めとする道後の夜に光と人のにぎわいで明るさを灯す
という活動プランとその効果検証について発表しまし
た。コメンテーターの伊藤 香織氏からは、「いっぺん袋」
の光を用いた仕掛けを工夫することによって特別な道
後の夜の風景を演出できるといいといった意見をいた
だきました。

　　　道後グループの活動プラン発表の様子

行動分析グループ
活動コンセプト（9/3 発表）：

道後地区の既存のプローブパーソンデータやアン
ケートデータを用いて現状分析を行い、道後地区にお
けるソフト施策の定量分析を行うことについて発表し
ました。コメンテーターの古谷 純氏（日立製作所）か
らは、日本で行われているスマートシティの取り組み
の中でも先進的な取り組みなので期待したいといった
意見をいただきました。

　行動分析グループの活動コンセプト発表の様子

活動プラン（12/3 発表）：
道後来訪者の回遊行動、行動に影響を与える要因、

地区の現状と課題を明らかにし、その課題にアプロー
チするために分析を行うことをコンセプトとし、過去
の道後来訪者の GPS とアンケートデータから行動を
分析した結果を発表しました。また、道後来訪者のま
ちなかにおける行動分析を行うことや道後グループが
主催するイベントと連携した人の滞留や回遊行動につ
いて解析することを今後の活動プランとして発表しま
した。コメンテーターの大山 雄己氏（芝浦工業大学 
准教授 /UDCM プロジェクトディレクター）からは、
他グループとの連携に向けて、観光マップなどの来訪
者への情報提供と行動との関係性について考察すると
いいといった意見をいただきました。
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　　行動分析グループの活動プラン発表の様子

モビリティグループ
活動コンセプト（9/3 発表）：

自動走行車両の導入に向けて、短期的視点から自動
走行の有効性を探るためのシニア層を対象とした自動
走行車両の実証実験計画と、中・長期的視点から松山
のまちなかの変化をみるシミュレーション計画につい
て発表しました。コメンテーターの古谷 純氏からは自
動走行車両が走る街の実現に向けて、移動環境の整備
だけでなく移動したい楽しみを街に埋め込んでいくこ
とも合わせて考えていく必要があるといった意見をい
ただきました。

　モビリティグループの活動コンセプト発表の様子

活動プラン（12/3 発表）：
まちなかの回遊性向上に向け、自動走行車両を活用

した実証実験とシミュレーションによる人の移動や滞
留、活動の変化の検証を行うことをコンセプトとして
設定した上で、他グループが開催するイベントをめぐ

る車両運行と GPS アプリやアンケートによる効果検
証することで自動走行車両を導入した将来の松山をシ
ミュレーションによって再現することを活動プランと
して発表しました。コメンテーターの大山 雄己氏か
らは、自動走行車両の「使いやすい・目を引く」など
の既存の交通サービスと異なる特徴から、車両導入に
よって現状の回遊性がどう変化するかについて考える
といいといった意見をいただきました。

　　モビリティグループの活動プラン発表の様子
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６）プランの実施
各グループの活動プラン実施の場として、松山ス

マートシティプロジェクトのフィールド実証実験と連
動した社会実験『urban design week.』を、2022 年 1
月 14 日から 23 日までの 10 日間開催する予定であっ
た。しかし、2022 年 1 月 7 日以降の愛媛県内および
松山市内の COVID-19 新規感染者の急激な増加を鑑
み、1 月 11 日に開催見送り（延期）の判断となった。
予定していた社会実験の内容については後述する。

社会実験の開催見送り決定後、2022 年 3 月の開催
に向け、再調整等を行ったが、2022 年 2 月前半時点で、
COVID-19 感染拡大が改善しているとは言い難い状況
であった。そのため、「社会実験の 2022 年 3 月開催に
ついて」、「残りのスマートシティスクール活動」につ
いて、受講生対象の意向調査を行い、その結果を考慮
して、今後のスマートシティスクール活動等の方針を
決めることとした。調査概要と結果は次のとおりであ
る。

受講生意向調査

【調査目的】
2022 年 1 月に開催を予定していた「urban design 

week.」は延期となり、3 月の開催も確定していない
状況下における受講生の「urban design week.」や残
りのスマートシティスクール活動についての考え、思
いを把握する。

【調査概要】
期間：2022 年 2 月 15 日～ 23 日の 9 日間
方法：アンケート形式（Google フォーム）
対象：受講生 40 名
回答数：22（回答率 55.0％）

調査票（Google フォーム）
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【調査結果】
回答者の内訳（N=22）                                                               回答者の所属グループ（N=22）

「urban design week.」の 3 月開催に向けて、回答者の思いに近いもの。複数選択可。（N=46）

その他選択者の記述回答（N=2）
・ ３月もおそらく開催することはできないと思うので、どうするのかを早い段階で教えていただきたいです。
・ イベントの実施にはこだわらないが、何か成果として取りまとめたいとは思う

残りの「アーバンデザイン・スマートシティスクール」の活動の中で、取り組んでみたいことについて、
回答者の考えに近いもの。複数選択可。（N=44）

その他選択者の記述回答（N=2）
・ 当初からの計画通りにアーバンデザイン・スマートシティスクール事業を終えるに越したことはないですが、
    新型コロナウイルス感染拡大という非常にイレギュラーな状態の中で、無理をしてまで当初の計画に沿う必要
　は無いようにも感じます。実証実験や発表会などに関して、です。
・ 一回きりの交流で得られるものはグループで得られるものとは異なるので、それを踏まえた交流なら行いたい
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調査結果を見てみると、社会実験の 3 月開催につい
ては、半数もしくは半数に近い回答者が「せっかく準
備してきたので何かはしたい（11 名）」「コロナ禍でも
できることをしたい（10 名）」を選択している。一方で「3
月の urban design week. で活動プランを是非実施した
い（6 名）」「コロナが落ち着かない状況ではしたくな
い（5 名）」「3 月に urban design week. が開催されな
くても、グループで何かしたい（4 名）」「スクール修
了後、グループ活動とちがう内容でもいいので何かで
きることをしたい（4 名）」「グループのほかのみんな
がするならしたい（3 名）」を選択した回答者も複数名
いる。

残りのスマートシティスクールの活動については、
半数を超える回答者が「今後に向けて、まちづくりに
関する知識をつけたい（13 名）」を選択し、回答者の
“ 学び（知識取得）” に対する興味・関心が、他の選択
肢（メンバーやスタッフとの交流など）よりも高いこ
とが伺える。「スクール参加の記念になるものを残し
たい / 記念になることしたい（9 名）」と「まちや地域
にかかわる機会がほしい（8 名）」という選択肢が、グ
ループ外のメンバーやメンターとの交流を希望する選
択肢よりも、多くの回答者の興味・関心を集めている。

受講生の意向調査の結果と、COVID-19 の感染拡大
状況を総合的に判断し、今後の方針を次のとおりとし
た。

【社会実験の開催について】
・ 2021 年度内の開催は断念し、2022 年度に開催を
延期する
・ 2022 年 3 月に向けて準備中の各グループの活動
プランについては、2022 年度に開催を延期する社
会実験での実施を目指す

【残りのスマートシティスクール活動について】
・ 社会実験は 2022 年度に延期するが、2022 年 3
月に個別のグループ活動として開催したいという意
向のあるグループに関しては、非接触での準備や実
施が可能な内容に限り、実施に向けて支援する
　 ➢ 6）個別のグループ活動
・ 2022 年 4 月に修了式を行い、スマートシティス
クール活動としては一区切りをつける
・ 修了式では、修了証だけでなく、修了の記念とし
て UDCM オリジナルの記念品を授与する 
　➢ 7）修了証と記念品
・ 修了式までの間、活動プラン実施の代替え企画を
行う
　 ➢ 8）代替え企画
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７）個別のグループ活動
各グループに、個別での活動プラン実施の意向を確

認したところ、花園グループから 2022 年 3 月にグルー
プ単独で活動プランを実施したい旨の回答があった。
また、まちなかグループからは 2022 年 4-5 月頃にグ
ループ単独で活動プランを実施する予定であると連絡
があった。その他のグループについては、2022 年度内
に開催予定の社会実験『urban design week.』にあわせ
て実施したい旨の回答があった。

今回は、実際に 2022 年 3 月に単独で実施した、花
園グループの活動について振り返る。

花園グループ（花園応援隊）
グループで話し合った結果、《こたつ de 団らん》の

実施は見送り、非接触で実施できる《花園町通り えが
おの写真展》と《はなぞのくじ》のみ、3 月に実施す
ることになった。2 企画の実施概要については次のと
おりである。

《花園町通り えがおの写真展》
実施期間：2022 年 3 月 12 日～ 24 日（13 日間）
実施内容：

花園町通りのいろんな使い方があることやその可能
性について表現するために、これまで地元や UDCM
が行ったプログラム開催時の写真をバナーにして展示
した。

実施結果：
花園町通りの 15 本の照明柱に、14 枚の写真と展示

タイトルのバナーを 13 日間設置。花園町通りで照明
柱を利用したバナー展示を行うのは、今回が初めての
試みだったため、市役所の関係部署の皆さまにはたく
さんのご協力をいただいた。また、実施の様子をみた
地元のキーパンソンの方々にも好評で、地元主催のイ
ベント用バナーを制作しようと思うと言ったコメント
もあり、スクールでの取り組みがきっかけで、地元主
体でのバナー展示が継続的に実施される可能性が出て
きた。

　実施の様子（花園町通り えがおの写真展）

《はなぞのくじ》
実施期間：2022 年 3 月 12 日～ 31 日（20 日間）
実施内容：

『はなぞのくじ』は、通りの魅力をもっと知ってほ
しいというグループメンバーの思いを込めたオリジナ
ルくじで、通りのシンボルである “ イチョウ ” のかた
ちをしている。花園町通りの 3 か所（UDCM もぶる
ラウンジと通りの 2 店舗）にくじ箱を設置し、箱ごと
にくじの内容が異なっている。

はなぞのくじ
（上：UDCM 設置くじ、右下：ラルキー設置くじ、

左下：モンマルトル設置くじ）
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UDCM もぶるラウンジに設置のくじには、運勢と
通りでの楽しい過ごし方の提案内容を記載し、参加者
がメッセージを書き込むスペースも設けた。協力店舗
ラルキーさんに設置したくじには花園町通り関係者か
らの笑顔メッセージ、協力店舗モンマルトルさんに設
置したくじには花園生まれの俳人 正岡子規の俳句が記
載されている。そして、グループメンバーが協力店舗
に交渉し、「大吉」が出た際の特典（焼き菓子や飲み
物のプレゼント）を期間限定で用意していただけるこ
とになった。

また《はなぞのくじ》については、当初、グループ
メンバーが対面・口頭で、くじ参加の呼びかけや内容
の説明を行おうとしていたため、非接触に切り替える
にあたって、「はなぞのくじの説明動画」をグルーブ
メンバーが制作し、UDCM に設置するくじ箱の横で、
その動画を流した。

はなぞのくじ説明動画の一場面

参加者がメッセージを掲示している様子

実施結果：
延べ参加者数は 58 人（UDCM 設置くじ箱 41 人、

モンマルトル設置くじ箱 15 人、ラルキー設置くじ箱 2
人）であった。期間中、UDCM 前庭に、書き込んだメッ
セージを掲示するスペースを設けたところ 35 枚のメッ
セージが寄せられた。メッセージを内容別に整理する
と、円グラフのとおりである。

松山のまちや花園町通りに関することなど「松山（10
枚 ,29%）」について書かれたメッセージが 3 割近くあ
り、最も割合を占めた。はなぞのくじや、もぶるラウ
ンジのことなど「UDCM（5 枚 ,14％）」に関するメッ
セージは 1 割弱、学校生活や生き方・暮らし方につい
てなど「生活（7 枚 ,20％）」に関するメッセージは 2
割を占めた。また「COVID-19（7 枚 ,20％）」の収束・
終息を願うものや、「世界情勢（4 枚 ,11％）」を受けて
世界平和を願うメッセージなども寄せられた。

　円グラフ - メッセージの内容別（N=35）

「松山」、「生活」、「COVID-19」に関するメッセージ
の割合を合わせると 6 割強を占めており、今回寄せら
れたメッセージの特徴として、日々の暮らしに直結し
ている内容が過半数を占めたと捉えることができる。

UDCM
5 (14%)

松山
10 (29%)

生活
7 (20%)

COVID-19
7 (20%)

世界情勢
4 (11%)

その他
2 (6%)

ラウンジ
2 くじ

3

まち
7

花園町通り
2

沿道店舗
1

健康
1

人生
2

学校
1

試験
2

就活
1

収束・終息
2

飲み会
2

会合
1

イベント
2

ウクライナ
2

戦争
1

平和
1
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８）修了証と記念品
修了証に加え、受講の思い出に残るような記念品を、

修了式にて授与することとした。記念品の選定におい
ては、普段使いができることや飾っておくだけの用途
にも適していることを重視し、コースターを選定した。
また、修了証および記念品（コースター）のデザインは、
スクール TA が担うこととなった。4 月の修了式に向
けて、制作途中のため、次の画像は、現在検討中のデ
ザイン案である。完成した修了証と記念品については、
次年度の年間報告書にて報告する。

　　　　　検討中の修了証デザイン案

　検討中の記念品（コースター）デザイン案

９）代替え企画
前述のとおり、受講生の意向を踏まえ、活動プラン

実施の代替え企画を行うこととした。企画内容の

検討においては、受講生全員が一堂に会さなくても、
それぞれのタイミングや役割で参画することができる
こと、受講生の今の思いやまちの様子を記録し、発信
することができることに重きを置いた。その結果、受
講生に今の思いや、予定していた活動プランのことな
どを語ってもらう映像を制作することになった。なお、
撮影や編集作業は、スクール TA が主体的に取り組む
こととなった。

　　　　　　　撮影の様子

映像制作の目的は下記の 3 点である。

• 社会実験『urban design week.』で実施予定だっ
たアクティビティの敷地、運行予定だったモビ
リティの停留所・ルートを一人称視点で撮影し
ながらツアー形式で辿る映像とすることで、視
聴者に『urban design week.』を追体験する機
会を提供すること

• アーバンデザイン・スマートシティスクール受
講生にツアー案内人として映像に出演してもら
い、それぞれが実施予定だった活動プランの内
容説明や今の思いを語ってもらうことで、ス
クール活動を映像として記録し、受講生自身が
活動を振り返る機会を提供すること

• 映像を通して、松山のまちの課題や魅力を再考
する機会を提供すること

完成した映像作品は、4 月の修了式にてお披露目を
行い、その後、UDCM の YouTube チャンネルにて一
般に公開する予定である。
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１）概要
『urban design week.』は、アーバンデザイン・スマー

トシティスクール松山の活動プラン実施と松山スマー
トシティプロジェクトのフィールド実証実験が連動し
た社会実験である。受講生やプロジェクトメンバーた
ちが、市内の各敷地での豊かな空間と機会（アクティ
ビティ）づくり、それらをつなぐ車両（モビリティ、
愛称：MATSUMOBI）運行に取り組む。「マスクの向
こうの風景」をテーマに、都市の魅力・課題と向き合い、
これからのまちについて参加者と共に考えることを目
的にしている。

2022 年 1 月 14 日から 23 日までの 10 日間開催する
予定であったが、前述のとおり 2021 年度内の開催を
見送った。次項にて、予定していた各アクティビティ
とその敷地、モビリティなどについて紹介する。

２）内容
松山市内の 7 敷地でのアクティビティの運営と、そ

れらをつなぐ 3 路線のモビリティ車両運行を行う。7
敷地の内、「花園町通り」、「松山駅周辺」、「まちなか」、

「道後」の 4 敷地は、前述のスマートシティスクール
のグループが活動プランを実施する敷地である。「堀
之内」、「みかん山」、「余土」の 3 敷地は、スクール
TA やメンターなど、スマートシティスクールのプロ
ジェクトメンバーが企画を実施する敷地である。各敷
地をつなぐモビリティ車両「MATSUMOBI」の運行
はスマートシティスクールのモビリティグループが、
道後グループとその連携企画による人の回遊行動調査
と分析は行動分析グルーブが、それぞれ、松山スマー
トシティプロジェクトメンバーと共同で行う。各敷地
のアクティビティの詳細や MATSUMOBI の運行路線、
停留所の位置、乗り方などの詳細については、次頁以
降のパンフレット画像で示すとおりである。

（２）社会実験『urban design week.』

社会実験『urban design week.』ウェブサイト
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敷地別パンフレット（概要面）
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敷地別パンフレット（概要面）
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全体パンフレット（マップ面）
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全体パンフレット（マップ面）
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敷地別パンフレット（花園町通り）
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敷地別パンフレット（花園町通り）
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敷地別パンフレット（堀之内）
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敷地別パンフレット（堀之内）
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敷地別パンフレット（松山駅周辺）
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敷地別パンフレット（松山駅周辺）
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敷地別パンフレット（まちなか）
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敷地別パンフレット（まちなか）
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敷地別パンフレット（道後）
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敷地別パンフレット（道後）
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敷地別パンフレット（みかん山）
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敷地別パンフレット（みかん山）
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敷地別パンフレット（余土）
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敷地別パンフレット（余土）
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３）代替え企画①　トーク企画
トーク企画『アーバンデザイン・トークテラス』は、

松山に関わってくださろうとしている建築家、デザイ
ナー、研究者の方々をお招きし、まちについて、松山
について、社会実験『urban design week.』について、
さまざまに語らう座談会である。社会実験の 1 企画と
して準備を進めていたが、急遽、完全オンラインに切
り替え、2022 年 1 月に実施した。

当日参加したスマートシティスクール受講生だけで
なく、多くの方々にトークをご視聴いただくことを目
的に 1 月 23 日（社会実験の最終日になる予定だった
日）から毎週末、計 7 トークのアーカイブ動画を順次
YouTube 配 信 し た。 ま た urban design week. の SNS

（Twitter、Instagram、facebook）にも SNS 向けに再編
集したショート動画を投稿するなど、広報活動を行っ
た。

#01 松山と都市デザイン
伊藤 香織　東京理科大学 教授 /UDCM アーバンデ
ザイン・スマートシティスクール プロジェクトディ
レクター
中出 舞　愛媛大学大学院 修士 1 年 /UDCM アーバ
ンデザイン・スマートシティスクール TA
羽藤 英二　東京大学 教授 /UDCM センター長

#02 街路のデザイン
吉谷 崇　株式会社 設計領域 代表取締役
新堀 大祐　株式会社 設計領域 代表取締役
羽藤 英二　東京大学 教授 /UDCM センター長

#03 道後の小空間
力村 真由　多摩美術大学 副手 /UDCM アーバンデ
ザイン・スマートシティスクール 道後グループメン
ター
安倍 ひより　愛媛大学 3 回生 /UDCM アーバンデ
ザイン・スマートシティスクール 道後グループリー
ダー
羽藤 英二　東京大学 教授 /UDCM センター長

#04 駅まちのデザイン
乾 久美子　乾久美子建築設計事務所 主宰
羽藤 英二　東京大学 教授 /UDCM センター長

#05 新しい空間像
西澤 徹夫　西澤徹夫建築事務所
浅子 佳英　PRINT&BUILD/UDCM プロジェクト
ディレクター
森 純平　東京藝術大学 助教 / 一般社団法人 PAIR 代
表理事
羽藤 英二　東京大学 教授 /UDCM センター長

#06 観光とまちづくり
南雲 勝志　國學院大學 教授 / ナグモデザイン事務
所 代表 / 日本全国スギダラケ倶楽部 代表
児玉 千絵 　國學院大學 助教
仲野 潤一　國學院大學 専任講師
羽藤 英二　東京大学 教授 /UDCM センター長

#07 スクール座談会
スクール関係者 ( 受講生・メンター・TA・運営スタッ
フ他 )
羽藤 英二　東京大学 教授 /UDCM センター長

アーカイブ動画をご覧になりたい方は、下記 QR コー
ドをバーコードリーダーで読み取っていただくか、
YouTube にて urban design week. のチャンネルをご検
索いただきたい。UDCM のアーバンデザイン・スマー
トシティスクールのまとめページにも、YouTube への
リンクを掲載している。

　アーカイブ動画の QR コード（YouTube）
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４）代替え企画②　展示企画
社会実験にて実施予定だった内容などを紹介する展

示『未開催展』を、2022 年 3 月から UDCM もぶるラ
ウンジにて開催している。各敷地での活動プランの紹
介だけでなく、使用予定だったアイテムや、現地で配
付予定だったパンフレット等を展示している。また本
展示は、来年度の活動への事前広報を兼ねて、年度を
またぎ、2022 年 9 月までの会期としている

『未開催展』
[ 展示 ]
会期：2022 年 3 月 12 日（土）～ 9 月 30 日（金）
会場：UDCM もぶるラウンジ
時間：毎日 10 時～ 17 時　
その他：入場無料

　　　　　　　　フライヤー

　　　　　　　　展示の様子
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2021 年度もこれまで同様、花園町通りのまちづくり
団体である「花園まちづくりプロジェクト協議会」が
行う通りの利活用プログラムについて、支援を行った。

今年度は、協議会メンバーから「自分たちで、まつ
やま花園日曜市の広報用画像を作成、更新できるよう
になりたい」と相談があったため、協議会メンバーか
ら希望があったソフト（Microsoft PowerPoint）を用
いたデザイン案を制作・提案し、操作方法の補助も行っ
た。年度途中からは、協議会メンバーが補助なしで広
報用画像を制作できるようになり、地元主体での活動
継続に向けて、一つの支援ができたと考えている。ま
た、操作に慣れるまでの間は、学生スタッフが中心と
なって広報用画像の制作を行ったため、学生スタッフ
にとっても、多様な角度で、地域やまちづくりに関わ
ることを実感できるよい機会となった。　　　　　　　

　　　

学生スタッフが制作した広報画像

UDCM が提供したデザイン案を基に
　　協議会メンバーが制作した広報用画像

今年度は「アーバンデザイン・スマートシティスクー
ル松山」と題して、スクール形式で公共空間の利活用
に挑戦した。残念ながら、活動プランの実施の場であっ
た社会実験『urban design week.』は、2022 年度に開
催を見送ることになったが、これまで関係性があまり
なかった敷地や敷地の関係者の方々と、取り組み実施
に向けて協議ができたこと、新たな地域の協力者に巡
り合えたこと、そして何より 40 名の受講生に出会え
たことは、大きな財産である。

引き続き、社会実験『urban design week.』実施に
向けて、また市民が気軽に参加できるプログラムの開
発と、地域のプレイヤーと連携したまちの面白い取組
み、仕掛けづくりに取り組んでいきたい。

（３）プログラム支援 （４）今後の展望



03
まちづくり拠点の運営

Chapter

UDCM のオフィスに併設されている「もぶるラウンジ」は、休憩やト
イレ利用に加え、まちづくりに関する書籍・雑誌等の閲覧、まちづく
り活動等を中心とした専用利用ができるスペースである。

2021 年度の運営方針を、「コロナ禍の状況をふまえたまちづくり拠点
運営を行う。もぶるラウンジ内での展示企画、松山のまちに関する小
冊子の制作配布等を行い、適宜ウェブメディアとも連動させた形で情
報発信コンテンツの充実化を行う。」とし、取り組んできたもぶるラウ
ンジでの活動、および情報発信について振り返る。

・もぶるラウンジの運営
・連携企画等を通じた情報発信
・花園まちのいろいろ冊子シリーズ
・まつやま歴史まちあるき
・「松山の都市形成史」ウェブ公開
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２）利用者推移
今年度（2021 年 4 月～ 2022 年 3 月）のラウンジ利

用者数は、延べ 5,090 人、月平均 *1 は、約 463 人（前
年度は延べ 5,161 人、月平均は約 641 人）である。

平日休日共に 30 ～ 50 代の利用割合が約半数を占め、
前年度と比較すると 20 代の割合が減少している。ラ
ウンジや花園町通りでのイベント開催が見送られた期
間もあり、イベント時に訪れていた家族連れや、若い
世代の利用減少が影響していると推測される。一方、
高齢者の利用割合は増加している。花園町通りの自転
車の整備の方がトイレを利用されたり、定期的に利用
する高齢者の方を目にするようになった。

*1　臨時休館となった５月を除く 11 か月間の利用
者数で算出

３）一般利用の動向
昨年度同様、休憩やトイレ利用、展示物を閲覧する

人等は変わらず居るが、利用者は減少傾向のままであ
る。また利用者の大半が、個人または家族連れ、知人
との 2 ～ 4 人のグループであり、ラウンジで新たな交
流が生まれるような機会を作り出すことは、まだ難し
い状態であった。

（１）もぶるラウンジの運営
１）COVID-19 に対応した日常管理

COVID-19 の 感 染 拡 大 状 況 に よ り、 年 度 当 初 の
2021 年 4 月 22 日から 5 月 31 日まで、もぶるラウン
ジ（以降「ラウンジ」）を臨時休館とした。再開後は、
昨年度から引き続き、手指消毒のアルコール設置や利
用者への案内板の設置、定期的な換気等の対策を行い
開館した。

４）ライブラリーの整備、貸出再開
ラウンジ内ライブラリーのジャンル分けを整理し、

ジャンルのラベルを新規作成した。図書の貸し出しは、
2020 年 4 月より停止していたが、2021 年 10 月より
再開した。再開後から 2022 年 3 月末までの貸し出し
冊数は 8 冊、現時点での貸し出し登録者数は 184 名で
ある。

ライブラリーの整備ラウンジ利用の様子
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５）専用利用の傾向
専用利用の申請件数は 43 件あった。しかし、ラウ

ンジが臨時休館となった期間や、愛媛大学側からの利
用許可取り消し等があり、実際に専用利用されたのは
27 件であった。COVID-19 の状況変化を理由に、主
催者（申請者）からキャンセルの連絡や場所を変更す
るといった件も多くあった。

表のとおり、個人利用が約半数の 19 件、その他が
組織・団体等での申請である。今年度から始まった

「UDNM まちづくり塾」や松山ブンカ・ラボの「文化
サポートプログラム　らぼこらぼ」等は、シリーズで
連続利用していただいた。他のプログラムも、「信子
おばさんの伊予弁紙芝居」「ナチュラルコスメ作り」「ま
つやま花園日曜市」等は、毎月定期的に繰り返しご利
用いただいた。

UDNM　まちづくり塾

松山ブンカ・ラボ「文化サポートプログラム　らぼこらぼ」



イベント等名称 申請者 日時 人数

このまちのいま × みらい展
（企画展示） 東京大学社会基盤学科 4月10日(土)~6月30日(水)　

10:00~17:00 －

ナチュラルコスメ作り 個人

4月24日(土)　10:30~13:30 不許可

7月3日(土)　10:30~13:30 7

8月7日(土)　10:30~13:30 4

11月13日(土)　10:30~13:30 5

12月11日(土)　10:30~13:30 5

1月15日(土)　10:30~13:30 不許可

信子おばさんの伊予弁紙芝居 個人

4月24日(土)　14:00~16:00 不許可

5月22日(土)　14:00~16:00 不許可

6月26日(土)　14:00~16:00 1

7月24日(土)　14:00~16:00 1

8月28日(土)　14:00~16:00 ｷｬﾝｾﾙ

9月18日(土)　14:00~16:00 ｷｬﾝｾﾙ

10月23日(土)　14:00~16:00 2

11月14日(日)　14:00~16:00 5

12月25日(日)　14:00~16:00 2

1月22日(土)　14:00~16:00 不許可

2月26日(土)　14:00~16:00 不許可

3月26日(土)　14:00~16:00 ｷｬﾝｾﾙ
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専用利用一覧（UDCM の専用利用は除く）



イベント等名称 申請者 日時 人数

まつやま花園日曜市本部 花園まちづくり
プロジェクト協議会

4月25日(日)　10:00~16:00 ｷｬﾝｾﾙ

5月23日(日)　10:00~16:00 ｷｬﾝｾﾙ

6月27日(日)　10:00~16:00 28

7月25日(日)　10:00~16:00 22

8月22日(日)　10:00~16:00 ｷｬﾝｾﾙ

10月24日(日)　10:00~16:00 26

11月28日(日)　10:00~16:00 22

12月26日(日)　10:00~16:00 22

UDNM まちづくり塾 2021
「松山のまちの模型と
図鑑をつくろう！」

（全 4 回・おひろめ会）

松山アーバンデザイン
ネットワーク

8月5日(木)　13:00~17:00 18

8月26日(木)　13:00~17:00 ｷｬﾝｾﾙ

9月5日(日)　13:00~17:00 ｷｬﾝｾﾙ

10月3日(木)　13:00~17:00 17

11月6日(木)　13:00~17:00 15

12月4日(土)　13:00~17:00 17

1月9日(日)　13:00~17:00 24

松山ブンカ・ラボ
文化サポートプログラム
らぼこらぼ

「演劇をもっと楽しむための
戯曲リーディング
ワークショップ」

（全 6 回）

松山ブンカ・ラボ

10月5日(火)　17:00~22:00 16

10月12日(土)　17:00~22:00 16

10月19日(火)　17:00~22:00 16

10月26日(火)　17:00~22:00 13

11月2日(火)　17:00~22:00 16

11月9日(火)　17:00~22:00 ｷｬﾝｾﾙ

松山市駅前広場　社会実験説明会 松山市都市・交通計画課
10月27日(水)　13:00~20:00 4

10月30日(土)　10:00~17:00 3

専用利用一覧（UDCM の専用利用は除く）
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１）企画展示『このまちのいま × みらい展　
MATSUYAMA2020×2050』

会期：2021 年 4 月 12 日 ( 月 ) ～ 6 月 30 日 ( 水 )

東京大学社会基盤学科学生有志による企画展示を
行った。当初は、4 月 12 日から 5 月 28 日まで展示す
る予定だったが、ラウンジが 4 月 22 日から 5 月 31 日
まで臨時休館となり、期間を 6 月 30 日まで延長した。

また臨時休館中は、主催者から提供いただいたプ
ラン紹介資料と、展示の様子を撮影した動画をホーム
ページに公開し、来館できない方にも見ていただける
ように対応した。

（２）連携企画等を通じた情報発信

フライヤー

展示の様子
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２）松山アーバンデザインマップの制作

松山城を中心とした松山中心部のマップを、書き込
みが出来るホワイトボードの素材で制作した。花園町
通りやロープウェイ街の整備事例の紹介や、UDCM
がこれまでに関わってきたプロジェクトについて紹介
したパネルも制作し、マップと合わせて松山のまちづ
くりを知ることができるものとした。

３）「もぶるラウンジ便り」の発行

2020 年 3 月より休止していた「もぶるラウンジ便り」
の発行を、2021 年 9 月より再開し、以降毎月発行し
ている。UDCM で行っている企画の紹介や、花園町
通りのイベント情報等をまとめ、裏面は「イベントカ
レンダー」を掲載している。ホームページや SNS で公
開、近隣施設への配布・設置を行っている。

表：もぶるラウンジ便り、裏：イベントカレンダー

マップ使用の様子

マップ展示の様子
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【目的】
・花園町通りに関する歴史・資料等の収集・整理
・花園町通りをはじめ公共空間の利活用に関する興味・

関心、機運醸成づくり
・UDCM の取り組み内容の広報及びまちづくり活動に

かかわる、機運醸成づくり

１）企画の概要

花園町通りの利活用の様子、UDCM の取り組み内
容等をまとめた小冊子シリーズを 2020 年度から発行
している。制作・発行の目的は次の 3 点である。

２）取り組み内容

今年度は「ラウンジ活動編」、「通り整備編」、「ラウ
ンジ整備編」の 3 冊（各 400 部）を発行した。また、
前年度に発行した「歴史写真編」と「利活用編」の在
庫がほぼなくなったため、今年度予算にて増刷（各
200 部）を行い、今年度発行分とあわせて、もぶるラ
ウンジや周辺協力店舗での配布を開始した。

加えて、ウェブ上でも閲覧できるように、UDCM
のホームページ内に『花園まちのいろいろ冊子シリー
ズ』のアーカイブページを設け、小冊子の PDF デー
タを公開した。

３）今後について

今後は他の UDCM プロジェクトとも連携しながら、
UDCM の活動と松山のまちに関わる歴史や市民活動
の情報発信とアーカイブ化に取り組んでいきたい。

第５弾「ラウンジ整備編」小冊子の表紙・裏表紙

気軽に手に取ってもらいやすい小冊子にするため、
形状や紙面構成を工夫している。具体的には、最大 12
頁を基準とし、小冊子が分厚くなりすぎないようにし
た。また、主に写真を掲載し、解説文などは最小限に
絞り、文章量が多くない、とっつき易い紙面を目指し
た。

第３弾「ラウンジ活動編」小冊子の表紙・裏表紙

第４弾「通り整備編」小冊子の表紙・裏表紙

（３）花園まちのいろいろ冊子シリーズ
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花園まちのいろいろ冊子シリーズのウェブ公開ページ
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（４）松山歴史まちあるき
今年度は、前年度から取り組んできた歴史まちある

き映像作品（余土編）の編集作業を行い、YouTube で
の公開を開始した。今回公開した映像作品は、「松山
歴史まちあるき（余土編）」と題して、以下の 4 部構
成とした。

表　「松山歴史まちあるき（余土編）」の構成
Part1「余戸の水路」（9:22）
Part2「森盲天外と余土村是」（16:05）
Part3「４つの街道」（8:56）
Part4「出合の渡し」（13:02）

Part1「余戸の水路」では、明治末期から大正期にか
けて余土地区で大々的に行われた耕地整理により創設
された水路と近世以前からの埋樋について、Part2「森
盲天外と余土村是」では、余土村第 2 代村長の森恒太
郎（俳号：盲天外）が明治後期に行なった余土村是に
関する取り組みについて、 Part3「４つの街道」では、
余土村を通っていた 4 つの街道の歴史と街道沿いに残
る長屋門について、最後の Prat4「重信川と出合の渡し」
では、余土地区にあったとされる渡しの歴史について
がまとめられている。いずれも、地域の方と現地を歩
きながら歴史を語っていただいた様子を収めたもので
ある。

表　松山歴史まちあるき（余土編）の YouTube 動画
再生回数と総再生時間
Part1：797 回、38.3h
Part2：588 回、56.8h
Part3：436 回、23.2h
Part4：339 回、24.6h
※動画公開日 2021/8/24 ～ 2022/3/31 まで

YouTube で動画を公開した結果、2022 年 3 月 31 日
現在では上記の試聴回数・総再生時間となっている。
この動画公開は、特に地元の方々から、よく地域の歴
史がまとめられていると高評価の声を頂いた。

この余土編作品は、地元協力者の存在があったから
こそできたものであった。Part １では、松岡武司さん

（余戸土地改良区）、森俊一さん（余戸土地改良区常務
理事）、兼久芳雄さん（余戸土地改良区常務理事）に、
Part2・３・４では、森二朗さん（森盲天外を顕彰する
会「一粒米の会」 会長）と戸井田樂さん（余土公民館 
館長）に、事前のヒアリングと撮影に至るまでご協力
をいただいた。この場を借りて感謝申し上げます。

次年度は、また別の対象地での映像作品制作を検討
する。

写真　YouTube 再生リストの画面
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（５）「松山の都市形成史」ウェブ公開
2020 年に取り組んだ都市ビジョンの構築に向けたリ

サーチ「松山の都市形成史」の資料修正とウェブ公開
を行なった。資料の構成は表の通りで、全て PDF 資
料として閲覧できるようになっている（一部準備中の
資料あり）。今後松山のことの考える大学関係者、役
場職員、松山への視察者にとって、松山という都市全
体の歴史的な文脈の理解の一助となれば幸いである。

また関連ページでは、これまでの都市ビジョン構築
に関連した取り組みについてまとめたページも公開し
ている。そこでは、愛媛大学名誉教授の柏谷増男先生
の著書『松山市の都市計画道路 - 計画と整備 -』（2020）
も公開している。そちらもぜひとも閲覧いただきたい。

【Web リンク】
松山の都市形成史
https://udcm.jp/project/vision/ 都市形成史 2020/

都市ヴィジョン計画準備資料
https://udcm.jp/project/vision/

表　「松山の都市形成史」の構成
　1. 中心市街地
　　1.1 城下町の形成
　　1.2 駅まちと近代的中心市街地の形成
　　1.3 戦災復興
　　1.4 市街地の拡大
　　1.5 現代の都市整備
　2. 道後
　　2.1 道後温泉の空間構成とその成り立ち
　　2.2 内湯化と市街地化
　　2.3 外湯文化の再生
　3. 郊外
　　3.1 三津浜
　　3.2 余土
　　3.3 石井
　　3.4 久米
　4. 島嶼
　　4.1 忽那諸島
　　4.2 興居島
　　4.3 中島
　　4.4 睦野
　　4.5 神和
　　4.6 安居島

写真　「松山の都市形成史」ウェブ公開画面 都市ヴィジョン計画準備資料ウェブ公開画面
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研究会、研究活動

Chapter

研究会活動では、本年度のアーバンデザイン研究会として、アーバン
デザイン・スマートシティスクール松山の講義を兼ねるかたちで，講
師の方をお招きし、計 4 回オンラインにて開催した。さらに、4 月に
は「都市展示記念フォーラム」を、3 月末には「松山の新たな駅まち
づくりシンポジウム」を松山市との共催で開催した。

・アーバンデザイン研究会
・フォーラム、シンポジウムの開催
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2021.07.30
Vol.18「アーバンテラスをつくるエリア紹介編①」
兼 スクール第 2 回講義
ゲスト講師：
重松 建宏（花園町通り東通り商店街）
山澤 満（道後温泉誇れる街づくり推進協議会）
-----------

花園町通りと道後温泉で、それぞれご活躍されてい
るお二方をお招きし、レクチャーをしていただきまし
た。

はじめに、重松建宏氏に『花園町通りエリアの特徴
と課題』と題して、1. 花園町通りの整備前の状況、2. 花
園町リニューアル整備、3. ハード面・整備後の課題を
ご紹介いただきました。その中で「ハード整備での受
賞を多くする中で、ソフト面でも頑張っていかないと
いけないと痛感した。」という言葉が印象に残りまし
た。花園町通りの店舗、企業・団体・大学などとの連
携体制など、持続可能な商店街を作っていくためのソ
フト面の重要性を学ぶことができました。スマートシ
ティスクール受講生からは ” 協働 ” していくことがで
きる “ 継続 ” していくことができるような仕組みを盛
り込んだ企画・活動をデザインし、実践していきたい
との声が上がりました。

（１）アーバンデザイン研究会
本年度のアーバンデザイン研究会は、アーバンデザ

イン・スマートシティスクール松山の講義を兼ねて計
4 回、オンラインにて開催した。それぞれの回について、
スクール TA を務める学生スタッフのレポートを基に
振り返ってみたい。

2021.07.23
Vol.17「アーバンテラスをつくる事例紹介編①」
兼 スクール第 1 回講義
ゲスト講師：
伊藤 香織（東京理科大学 教授）
大山 雄己（芝浦工業大学 准教授）
-----------

事例紹介を中心に、２つのレクチャーが行われまし
た。

1 つ目のレクチャーでは、伊藤香織氏に『外部空間
の使い方』と題して様々な国内外の外部空間の使い方
を紹介していただきました。事例の中でもピクニック
による外部空間の使い方として、コミュニティの場と
して使う方法や、通常は考えもしない場所でのピク
ニックの開催など驚くような事例の紹介がありまし
た。そこから、素敵なのに使われていない空間や地元
に住んでいる人しか知らない空間を見つけて、そこで
何か「やってみる」ことで、身近にある外部空間の使
い方を考えていくといった視点を学びました。

2 つ目のレクチャーでは、大山雄己氏に『データ分
析の面白さ』と題してデータ分析を活用したデザイン
手法の紹介をしていただきました。今回は災害時の交
通量の事例などを用いて、データの分析を工夫して自
分なりの理解が得られたときの面白さや、計画やデザ
インを考える中で新たな分析の切り口（見方）が見つ
かるときの面白さを紹介していただきました。そこか
ら、データ分析は可視化・集計だけでなく、現象や物
事の構造を深く理解できる行為であり、分析の結果が
計画の議論やアイディアにつながるといったデータ分
析とデザインの関係性について学びました。（TA 桂川）

　　　　　　　　　　当日の実施風景
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松山の各エリアにまつわる歴史についてゲストの
方々にレクチャーやクロストークをしていただきまし
た。

はじめに、松本啓治氏の『松山のまちなかの成り立
ち』と題したレクチャーでは、現在の松山ができる背
景には、江戸時代に松山城の城下町として栄えていた
こと、明治時代に商業が発展したこと、松山大空襲を
経て、また戦後復興を通して現在の松山の基盤ができ
たということを、その時代の土地利用図や貴重な写真
を用いてご紹介いただきました。また、これからの活
動にそのまま活かせそうな、まちなかにある過去の商
店の名残があるビルや、松山に点在する “ たぬき伝説 ”
に関する小話等も教えていただきました。

つづいて、胡光氏に『聖地　道後の歴史』と題して、
道後の歴史をご紹介いただきました。 多くの方が持っ
ているであろう「道後＝温泉街」といったイメージか
ら一転、「道後＝聖地」という衝撃のお話でした。まず、
道後温泉自体は奈良時代から古代の書物にも記載され
ているほど古い温泉ですが、現在のように観光地化す
る前は、また違った様子のまちだったというお話です。
夏目漱石が『坊ちゃん』を書いた時代、温泉の近くに
遊郭があり、主人公の坊ちゃんも遊郭の入口にあるお
店で団子を食べたと書かれています。昔のお遍路さん
の日記には、札所である石手寺にお参りするだけでな
く、道後温泉に入って身体を癒し、近くのお店でもぐ
さをお土産に帰っていたという話が必ずと言っていい
ほど書かれているそうです。なにより、かつての人々
は温泉が目的ではなく、宝厳寺・伊佐爾波神社へのお
参りが目的で道後に来ていたという驚きのお話もあり
ました。他にも湯築城や裏山経塚、石手寺には多くの
指定文化財があるという温泉以外の聖地・道後の魅力
をご紹介いただきました。そして「歴史はいい面だけ
ではなく、悪い面もある、そういった点を踏まえてど
のように変遷してきたのかということを正しく伝えて
継承していく必要がある」といった今後の活動に大切
な心構えをレクチャーしていただきました。

つづいて、山澤満氏に『道後温泉地域の特徴と課題』
と題して、道後温泉周辺の過去と現在の取り組みをご
紹介いただきました。まず歩行者優先空間の創出、飛
鳥乃湯泉の建設など日本最古の湯の歴史を持つ “ 道後
らしさ ” を感じさせるハード整備についての説明があ
りました。次に、道後温泉本館保存修理工事後を見据
えた「本館に頼らないまちづくり」を目指す中で、温
泉とアートを組み合わせた ” オンセナート ” や旧遊郭
という歴史を持つ上人坂に焦点を当て、地域住民・産
官学など主体間連携の重要性についての説明がありま
した。スクール受講生からは、特に上人坂での活動に
対する関心が高く、上人坂を含めた道後全体の回遊性・
歴史的背景を活かした灯りの演出を考えていきたいな
ど活発な議論が生まれました。（TA 村上）

2021.10.08
Vol.19「アーバンテラスをつくる歴史編」
兼 スクール第３回講義
ゲスト講師：
松本 啓治（坂の上の雲ミュージアム 総館長）
胡 光（愛媛大学 教授）
クロストークゲスト：
奥村 敏仁（大和屋本店旅館 代表取締役）
小林 里瑳（東京大学大学院 博士課程）
力村 真由（多摩美術大学 副手）
聞き手：
三谷 卓摩（UDCM ディレクター）
-----------

　　　　　　　　　　当日の実施風景
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2021.11.12
Vol.20「アーバンテラスをつくる事例紹介編②」
兼 スクール第４回講義
ゲスト講師：
大村 珠太郎氏（清水建設 スマートシティ推進室　次
世代都市モデル開発部）
寺田 基氏（IHI 社会基盤・海洋事業領域 都市 SBU オ
フィス・商業施設 G）
河村 清美氏（IHI 社会基盤・海洋事業領域 都市 SBU 
オフィス・商業施設 G）
大野 正夫氏（IHI 技術開発本部 技術基盤センター 数
理工学 G）
佐々木 康弘氏（NEC スーパーシティ事業推進本部）
辻 早紀氏（一般社団法人 One Smile Foundation  代表
理事）
-----------

豊洲スマートシティの取り組みや先端技術について
講師の方にレクチャーしていただきました。

はじめに、大村珠太郎氏に『デュアルモード・ソサ
イエティにおける交通防災まちづくり ~ 豊洲スマート
シティの取組み ~』と題して、ゼネコンならではのス
マートシティの取り組みについて、プロジェクト動画
を用いながらご紹介いただきました。具体的には、平
時には地域の賑わい拠点として、災害時には帰宅困難
者の受け入れ施設など防災としての機能を持つ、日本
初の “ 都市型道の駅 豊洲 MICHI の駅 ” に係る BIM・
CIM，建物 OS”DX-Core”、SHIMZ 都市 OS など、新
たなまちづくりについてご紹介いただきました。

つづいて、寺田基氏、河村清美氏、大野正夫氏か
ら『IHI の豊洲スマートシティの取り組みについて ～
気象・交通の計測技術を中心に～』と題して、気象
センシング技術の超高密度気象観測・情報提供サー
ビス POTEKA の紹介、交通流センシング技術である
LiDAR の紹介がありました。前者はピンポイントで

さいごは、現在検討が進んでいる道後の上人坂につ
いて、三谷卓摩氏が聞き手となり、クロストークを行
いました。3 名のトークゲストをお招きし、力村真由
氏からは、現在設計中の「坂下広場」の設計概要等に
ついて話題提供いただき、奥村敏仁氏からは地元の事
業者目線での多彩なコメントを、また、小林里瑳氏か
らは、道後の回遊行動についての分析結果をご発表い
ただきました。『上人坂の空間再生と効果の見える化』
をテーマに、観光客に道後を回遊してもらうために歴
史ある上人坂をどうデザインしていくのか、観光客が
楽しめるような坂のつくりやプログラムの実施、地域
住民と協働した活用方法等についてトークが進み、実
現する場合にどういった点に注意が必要なのかといっ
た具体的な話にも発展しました。最前線の話ばかりで
道後の今後についてのイメージが膨らむ時間でした。

（TA 桂川）

　　　　　　　　　　当日の実施風景
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が思いつかない発想で面白かった」「住民の幸せを第
一に目指して、このスマートシティスクールが都市で
のデータの取得と活用を進める第一歩になればいいな
と思う」などの感想がありました。（TA 村上）

気象を計測でき、閲覧サイトから豊洲だけでなく全国
の POTEKA データをリアルタイムで閲覧することが
でき、特に防災観点で活用されています。後者は、対
象物からの反射光などによって距離を測り、その対象
の性質を把握できるセンサー技術です。活用先として
ｍ高度道路交通システム (ITS) などを含めた「都市交
通の計測とモデリング」について、実際の映像や計測
データ、シミュレーションデータなどの動画を用いて
ご紹介いただきました。

つづいて、佐々木康弘氏から『デジタルツインで
創る未来都市～強靭でスマートなまちづくり～』と題
して、デジタルツイン、先進技術、サービス事例を
ご紹介いただきました。具体的には、先進技術とし
てセンサー情報を一元集約管理するデータ連携基盤
FIWARE、高い技術を持つ顔認証技術、観測衛星 SAR
を利用した地表面の観測による復旧・復興への対応紹
介、そしてこれらの技術を使ったサービス事例として、
防災情報を一元集約し災害状況を把握し、A I 技術分
析にて危険度予測するなどした科学的根拠に基づいた
情報で自助・共助・公助による早期避難行動を促進す
る ” 逃げ遅れゼロ高度広域防災情報サービス ” につい
てご紹介いただきました。

さいごに、辻早紀氏から『利便性だけじゃダメ！人
類全てに優しくあるべきスマートシティ』と題して、
利便性を追求していくことが世の中の主流となる中
で、必ずしも人々が利便性だけを求めているわけでは
ないのではないかとの考えを、SDGs の中で残り続け
る課題と事例を通してご紹介いただきました。具体的
には、街中や商業施設に設置された監視カメラや防犯
カメラに笑顔認証機能を搭載し、笑顔が検知される度
に 1 笑顔＝ 1 円などの寄付が行われる開発中の仕組み
についてです。スクール受講生からは「幸福を定量化
し、負の印象がある ” 監視 ” から、幸福を検知し寄付
を通じて問題解決に繋げ、さらに幸福を生むサイクル

　　　　　　　　　　当日の実施風景
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2021 年 4 月に都市展示を記念したフォーラムを、
オンラインにて開催した。その回について振り返る。

なお、2022 年 3 月に松山市と共催したシンポジウ
ムについては、2022 年度の年間報告書にて取り上げる
予定である。

2021.04.10
都市展示記念フォーラム /
アーバンデザイン・スマートシティスクール松山
開講準備会
-----------

アーバンデザイン・スマートシティスクール松山
の開講準備会を兼ねて、4 月 12 日から UDCM もぶ
るラウンジにて開催する『このまちの いま×みらい 
展　MATSUYAMA2020 × 2050』都市展示を記念し
たフォーラムを開催した。冒頭に、今回のフォーラム
の発案者である羽藤英二氏（UDCM センター長 / 東
京大学教授）が、新たに始める『アーバンデザイン・
スマートシティスクール松山』の主旨や、今年度スクー
ルのテーマである「アーバンテラスをつくる」につい
ての羽藤氏自身の考えについて述べた。

第 1 部は『新たな交通拠点のデザイン、追浜バスタ
の地域展開』と題して山崎敦広氏（国土交通省横浜国
道事務所調査課長）に基調講演をしていただき、大山
雄己氏（芝浦工業大学准教授）と羽藤氏を交え、討議
を行った。

第 2 部は羽藤氏をコーディネーターとして『スマー
トシティ・プランニングによる都市デザイン』をテー
マに学生案の発表と討議を行った。まずは都市展示の
主催者である東京大学社会基盤学科 4 年生有志の 4 名

（今井氏、小川氏、増橋氏、望月氏）から大学演習で
の提案をまとめた動画の披露と、演習中の議論の内容
や個々の考えについてご発表いただいた。その後、吉
谷崇氏（株式会社設計領域代表取締役）と石井朋紀氏

（松山市都市整備部コンパクト・プラス・ネットワー
ク推進官）を加え、学生案を基に討議を行った。

（２）フォーラム、シンポジウムの開催
第 3 部も羽藤氏をコーディネーターとして『松山の

アーバンテラスのつくりかた』をテーマに話題提供と
討議を行った。まずは板東ゆかり氏（UDCM ディレ
クター）からこれまで UDCM で取り組んできた中心
市街地賑わい再生社会実験とアーバンデザインスクー
ルでのプログラム開発についての話題提供があった。
続いて中出舞氏（UDCM 学生スタッフ / 愛媛大学大
学院修士 1 年）からは、自身が参加したアーバンデザ
インスクール 3 期での提案などを中心に、これまでの
自身の活動についてご発表いただいた。最後に、三谷
卓摩氏（UDCM ディレクター）を加えて、今年度予
定している「アーバンデザイン・スマートシティスクー
ル松山」での展望について議論した。

本フォーラムのアーカイブ動画は YouTube にて公開
している。詳細な討議内容などをご覧になりたい方は、
下記 QR コードをバーコードリーダーで読み取ってい
ただくか、YouTube にて UDCM のチャンネルをご検
索いただきたい。

アーカイブ動画の QR コード（YouTube）

都市展示記念フォーラムの開催案内
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支援事業

Chapter

支援事業では、都市郊外のあるべき姿を検討することの一環として、
日招八幡大神社池の改修計画の支援を行った。池の改修案の提案と並
行し、郊外地域の公共空間としての境内全体のリニューアルといった
長期的な視点を含めた検討結果の提示を行った。ほかに、積極的な
社会参画の力を養うことを目的に、小学生を対象とした「小学生版
UDNM まちづくり塾 2021」を愛媛大学地域デザイン研究室の学生ス
タッフと一緒に実施した。本章ではその詳細について述べる。

・日招八幡大神社、池の改修計画支援
・UDNM まちづくり塾 2021
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２）日招八幡大神社の概要
日招八幡大神社は、589 年に「門嶋の森に門嶋比咩

神社また門嶋神社と称えた」のが起源とされ、その後
石清水八幡宮と称するようになったが、1184 年、砥部
城主、荏原城主との合戦の際、軍扇で入日を招くと日
が差昇り勝利を得ることができたとして、現在の名に
近い日招八幡宮と改称されたと伝えられている。同神
社は、松山八社八幡の一つ（五番）に位置付けられて
いた経緯があり、旧郷社であったことからも、松山市
においても重要な神社の一つとして位置づけられる。

松山市保免に立地し、境内には、近世後期から明治
初期に作られたと考えられる神門や門嶋橋（橋は公道
に残されている）、石灯籠や石碑等の歴史文化資源が
数多く残されている。今回の計画対象となる池は、近
世後期または明治初期に形成されたのではないかとい
われる。

３）8/7（土）検討会での提案
相談を受けた翌月の 8/7（土）19:00 より、余土公

民館保免中分館にて神社関係者との検討会が行われ
た。UDCM は依頼から 2 週間ほどの期間で現地調査
をふまえた提案書を作成し、検討会においてプレゼン
テーションを行なった（提案資料の一部は次頁に掲
載）。提案では、具体的に依頼のあった池の改修案の
検討と並行し、地域における公共空間としての境内全
体のリニューアルに向けた長期的な検討を行っていく
ことを強調した。

神社関係者からは、そうした検討の方向性に異論は
なかったが、他の地域団体や地域住民を巻き込むこと
や資金調達の難しさなどの意見が出された。UDCM
としてはこれまでの活動で蓄積されたノウハウを活用
し、地域団体・住民の巻き込み方や、市の補助制度活
用などについてもサポートしていくことを提案した。
2 回目の検討会はコロナ感染状況の悪化により延期と
なったままであるが、今後も引き続き、計画支援を行っ
ていく予定である。

（１）日招八幡大神社、池の改修計画支援
１）計画支援の経緯

2021 年 2 月、松山市余土地区にある日招八幡大神
社境内で古い池が見つかり、同年 7 月 UDCM に相談
があった。その内容は、この池の歴史性を保存しなが
ら、地域の方々、特にこどもたちが遊べるような親水
空間に改修できないかということであった。

UDCM では、今後の都市郊外のあるべき姿を検討
することを目的として、前年度から余土地区等を対象
とした調査研究及び動画制作（「松山歴史まちあるき」）
等の取り組みを行なっていた。今回の依頼は、こうし
た取り組みの延長（具体的空間設計への展開）にある
ものと位置付けられる。また、戦後大きく変化した郊
外地区の景観構造の再構築を、どの地区にも存在しか
つ行政的に位置付けることが難しい神社という普遍的
な存在に着目し解決策を模索することは、郊外地区の
再編計画の検討において汎用性のあるテーマであると
考え、計画支援を行うに至った。

図 日招八幡大神社の位置（下図：地理院地図）

写真　8/7（土）の検討会の様子
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提案書の一部（上：現地調査に基づく境内に位置する資源、下：地域における神社の位置付け）
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提案書の一部（上：境内再編ビジョンとゾーニング、下：池のあるゾーンの特徴分析）
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提案書の一部（上：池のあるゾーンの改修イメージ、下：池の改修断面図イメージと事例）
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2021 年 8 月から 2022 年 1 月まで約半年間、一般社
団法人 松山アーバンデザインネットワーク主催の「ま
ちづくり塾」が、もぶるラウンジを会場に開催された。

松山のまちを立体的に表現する「模型づくり」と、
まちの面白いところを詳しく調査する「図鑑づくり」
を行うプログラムで、松山に住む 9 名の小学生が参加
した。愛媛大学地域デザイン研究室の学生 7 名もスタッ
フとして一緒に活動し、全 4 回の講座（新型コロナウ
イルス感染症の影響により、途中で延期・短縮開催と
なった）で、模型と図鑑が完成した。

（２）UDNM まちづくり塾 2021
第１回は、花園町通り～城山公園を歩きながら気に

なるものを探して写真を撮る、まち歩きからスタート
した。第 3 回では、花園町通りにこたつを出して、そ
の上で模型作りを行った。最終回は、保護者の方や一
般の方にもご参加いただき、模型と図鑑の「おひろめ
会」を開催した。

フライヤー

第 1 回：まち歩きの様子

第３回：模型作りの様子
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完成した模型は、「おひろめ会」終了後ラウンジ内
で展示、子どもたち 1 人 1 人が製作した図鑑 9 種類は、

「松山のまち図鑑集」として一つの冊子にまとめ、ラ
ウンジ内で設置、投げ銭制で配布した。

まちづくり塾は、松山の「今」を観察し、「これから」
を考えることを通して、意味を多角的に考える力、社
会への関わり方を選択する力、積極的な社会参画の力
を養うことを目的として開催され、2022 年度も開催を
予定している。

おひろめ会の様子

「おひろめ会」フライヤー

完成した「松山のまち図鑑集」

模型と写真展示の様子（２）

模型と写真展示の様子（１）
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「限界なき学習」という書籍をご存知でしょうか。この
書籍は、ローマ・クラブ第６レポートとして 1980 年に発
行されました。ローマ・クラブというと「成長の限界」を
思い浮かべる人も多いと思います。「成長の限界」は人口
増加や環境汚染などの現在の傾向が続けば、100 年以内に
地球上の成長は限界に達することを世界の叡智を集めて
具体的な数値で示しました。それに比べて「限界なき学
習」はそれほど有名ではありません。しかしこれが書かれ
た 40 年前よりも今の方がこの本の内容のニーズが高まっ
ていると思います。

この書籍の基本概念として「ヒューマン・ギャップ」
が用いられます。これは、社会の「進化」と呼ばれる変
化に対して人間の理解が追い付いていないことを指して
いて、このギャップが更に拡大することへの懸念を表明
しています。このヒューマン・ギャップを埋めるために
個々の人間が持つ潜在的な能力を学習によって高めてい
こうというのが基本的な戦略で、それにはまず、「先見：
Anticipation」と「参加：Participation」を中心とした学
習方法に変革していく必要があることを説いています。学
習といっても単に知識を得る行為ではないという視点が
今なお新鮮です。

COVID-19 の終息への道のりがまだまだ不透明な中、
今ほど「先見」が求められる時はないでしょう。この 2
年の間に、消費や余暇の形態が大きく変わりました。街
の中で時間を使うことが壊滅的になくなり、ネットを通じ
た娯楽に興じるようになりました。だからといってこのま
ま推移すると人、まち、空間が切り離された貧しい社会に
陥ってしまいます。そうならないためにも、人とまちを結
び付ける出来事を作って行く必要があります。そのささや
かな取り組みの一つが UDCM で取り組んでいるアーバン
デザイン・スマートシティスクール松山や社会実験「urban 
design week.」、まつやま花園日曜市への支援になります。

また、MaaS など新しい社会システムが交通の分野でも
導入され、社会の「進化」がとまりません。新しいテクノ
ロジーを駆使した街をイメージして、スマートシティと呼
ぶことも多いですが、重要なのはこうした新しいテクノロ

UDCM 副センター長
松村 暢彦

ジーにわれわれが使われるのではなく、テクノロジーを使
う側になり続けるためには、「未来を見通す目」を養い、「主
体的に課題に取り組む」資質や態度を学習によって身に着
けていくことが必要になります。単に自動運転技術を取り
入れ、電気自動車が走ればスマートシティではなく、それ
らのテクノロジーを使って街のどのような課題を解消し
えるのか（しえないのか）、そのためには誰が何に取り組
み始める必要があるのか等、考えて社会に問いかけていく
必要があります。こうした人材を育てていくために、小
中高等学校において総合的な学習の時間が導入され、主体
的・対話的で深い学びの試行錯誤が続いています。こうし
た学びは、学校教育だけで終わらせるのではなく、生涯教
育の観点から社会に組み込んでいく必要があります。単に
知識を得るためだけの学びではなく、時間をかけて主体的
に他者とともに課題に取り組む参加機会を確保していく
ことがこれからより一層求められます。UDCM において
も小学校から大人までの学びの場を保証していくことが
引き続き求められると思います。

おわりに
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2021 年 4 月
10（土）：都市展示記念フォーラム / アーバンデザイン・スマートシティ
　　　　  スクール松山 開講準備会
12（火）：スマートシティ防災 mtg#1
　　　   ：企画展示『このまちのいま×みらい展　MATSUYAMA2020 ×
　　　　  2050』もぶるラウンジにて開催（～ 6/30）
22  （木）：もぶるラウンジ臨時休館（～ 5/31）
23（金）：松山スマートシティ推進コンソーシアム実証実験報告会

2021 年 5 月
10（月）：アーバンデザイン・スマートシティスクール松山 受講生募集
　　　　  （～ 5/17）
11（火）：一般社団法人 UDNM 総会
17（月）：UDCM 運営会議　#1
20（木）：スマートシティ防災 mtg#2
29（土）：土木学会四国支部第 27 回研究技術発表会 ( 三谷 )

2021 年 6 月
  1（火）：もぶるラウンジ一般利用を再開
  4（金） ：もぶるラウンジ専用利用の申請受付を再開
  8（火）：松山スマートシティ推進コンソーシアム mtg#1
20（日）：お城下マルシェ花園（主催：花園まちづくりプロジェクト協議会）
　　　　 広報協力
21（月）：UDCM 運営会議　#2
27（日）：まつやま花園日曜市（主催：花園みんなで創るプロジェクト実
　　　　  行委員会）開催支援

2021 年 7 月
  1（木）：アーバンデザイン・スマートシティスクール協力事業者募集
　　　　 （～ 7/30）
　　　   ：松山スマートシティ推進コンソーシアム mtg#2
  5（月）：大分市商店街グループ視察対応
  6（火）：第 18 回都市再生協議会
　　　   ：防災・まちづくりに関わる最新の学術・技術開発シンポジウム
　　　　  ( 三谷発表 )
  8（木）：豊洲スマートシティ連携 mtg#1
14（水）：松山スマートシティ推進コンソーシアム mtg#3
　　　   ：ブンカラボ郊外視察アテンド
20（火）：花園まちのいろいろ冊子シリーズ第 1 弾『はなぞの 移り変わる
　　　　  まちの風景』再版
　　　   ：花園まちのいろいろ冊子シリーズ第 2 弾『はなぞの いろどる人 
　　　　  にぎわう道』再版
　　　   ：花園まちのいろいろ冊子シリーズ第 3 弾『はなぞの 遊んで学ん  
　　　　  で つながる場所』発行
21（水）：日招八幡大神社現地調査
23（金）：アーバンデザイン研究会 Vol.17「アーバンテラスをつくる事例
　　　　  紹介編①」/ アーバンデザイン・スマートシティスクール松山 
　　　　  第 1 回講義
25（日）：まつやま花園日曜市（主催：花園みんなで創るプロジェクト実
　　　　  行委員会）開催支援
26（月）：UDCM 運営会議　#3
28（水）：スマートシティ防災 mtg#3
30（金）：アーバンデザイン研究会 Vol.18「アーバンテラスをつくるエリ
　　　　  ア紹介編①」/ アーバンデザイン・スマートシティスクール松山
　　　　  第 2 回講義

活動履歴

2021 年 8 月
  5（木）：UDNM まちづくり塾 2021　第 1 回　　　　 
  7（土）：日招八幡大神社関係者との打ち合わせ #1
24（火）：映像作品「松山歴史まちあるき（余土編）」の公開
25（水）：スマートシティ防災 mtg#4
26（木）：松山スマートシティ推進コンソーシアム mtg#4
28（土） ： 愛媛経済新聞「アーバンデザイン・スマートシティスクール松山」
　　　　  掲載

2021 年 9 月
  2（木）：松山スマートシティ推進コンソーシアム mtg#5
  3（金）：アーバンデザイン・スマートシティスクール松山 中間発表会
  6（月）：愛媛新聞「アーバンデザイン・スマートシティスクール松山」
　　　　  掲載
10（金）：UDCM 運営会議　#4
30（木）：一般財団法人地域活性化センター主催 令和３年度全国地域リー
　　　　  ダー養成塾修了者研修会（四戸登壇）
　　　   ：ヴィジョン（都市形成史リサーチ）ミーティング #16

2021 年 10 月
  1（金）：もぶるラウンジライブラリー図書の貸出再開
 ３（日）：UDNM まちづくり塾 2021　第 2 回　
  8 （金） ：アーバンデザイン研究会 Vol.19「アーバンテラスをつくる歴史編」
　　　　/ アーバンデザイン・スマートシティスクール 第 3 回講義
  9（土）：for Cities Week 2021 京都会場 視察（板東）（～ 10/10）
12（火）：スマートシティ防災 mtg#5
14（木）：松山スマートシティ推進コンソーシアム mtg#6
17（日）：お城下マルシェ花園（主催：花園まちづくりプロジェクト協議会）
　　　 　広報協力
18（月） ：UDCM 運営会議　#5
24（日）：まつやま花園日曜市（主催：花園みんなで創るプロジェクト実
　　　　  行委員会）開催支援
25（月）：日本都市計画学会査読付論文「地方都市郊外の旧村地域におけ
　　　　  る動的景観構造 - 愛媛県松山市余土地区及び久米地区の農地景
　　　　  観の変遷過程に着目して -」都市計画論文集掲載
26（火） ：第 3 回復興デザイン会議全国大会 復興デザイン見学ツアー 視察
　　　　 （三谷・板東・竹内）
27（水）：水路と陸路で巡る夜の城下町マイクロ観光実証～水都まつえ・
　　　　  土曜つながナイト～ 視察（三谷・板東）
28（木）：松山スマートシティ推進コンソーシアム mtg#7
　　　   ：花園まちのいろいろ冊子シリーズ第 4 弾『はなぞの 遊んで学ん
　　　　  で つながる場所』発行
　　　   ：花園まちのいろいろ冊子シリーズ第 5 弾『まちの 秘密基地 はじ
　　　　  めました』発行
29（金）：都市マネジメント分科会 #1

2021 年 11 月
  4（木）：「松山アーバンデザインマップ」完成、もぶるラウンジに設置
  5（金）：日本都市計画学会全国大会エクスカーション②『いで湯と城と
　　　　  文学のまち、松山の都市基盤を探る』実施
  6（土）：日本都市計画学会全国大会 第 56 回論文発表会（四戸発表）
　　　   ：UDNM まちづくり塾 2021　第 3 回
  8（月）：山口大学、宇部市ほか視察対応
　　　   ：石巻まちづくりまんぼう視察対応
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12（金）：第 19 回都市再生協議会
　　　   ：アーバンデザイン研究会 Vol.20「アーバンテラスをつくる事例
　　　　  紹介編②」/ アーバンデザイン・スマートシティスクール 第 4
　　　　  回講義
13（土）：道後学第 2 回「投資効果まちづくり勉強会」( 三谷発表 )
15（月）：UDCM 運営会議　#6
18（木）：都市交通調査のあり方検討会事前協議
19（金）：スマートシティ防災 ( 三津現地踏査 )
21（日）：お城下マルシェ花園（主催：花園まちづくりプロジェクト協議会）
　　　 　広報協力
26（月）：展示「写真コンテスト」応募作品（11 月分）（～ 12/27）
25（水）：都市マネジメント分科会 #2
28（日）：まつやま花園日曜市（主催：花園みんなで創るプロジェクト実
　　　　  行委員会）開催支援

2021 年 12 月
  3（金）：アーバンデザイン・スマートシティスクール松山 活動プラン
　　　　  発表会
　　　   ：JSTE シンポジウム ( 三谷発表 )
  4（土）：UDNM まちづくり塾 2021　第 4 回
16（木）：都市交通調査のあり方検討会 #2
　　  　：スマートシティ防災 ( 三津防災ワークショップ #1)
18（土）：全国 UDC 会議（UDC フォーラム 2021）オンライン参加
　　　　 （三谷・板東・竹内）
19（日）：お城下マルシェ花園（主催：花園まちづくりプロジェクト協議会）
　　　 　広報協力
20（月）：UDCM 運営会議　#7
22（水）：周南市　スマートシティ視察対応
23（木）：松山スマートシティ推進コンソーシアム mtg#8
　　  　：公民館プロジェクト mtg#1
26（日）：まつやま花園日曜市（主催：花園みんなで創るプロジェクト実
　　　　  行委員会）開催支援
28 （火）：社会実験『urban design week.』開催発表

2022 年 1 月
  6（木）：松山スマートシティ推進コンソーシアム mtg#9
  9（日）：UDNM まちづくり塾 2021　おひろめ会
11（火）：令和 3 年度 四国づくり勉強会 参加（三谷・板東）（～ 1/12）
　　　   ：社会実験『urban design week.』開催延期決定
12（水）：社会実験『urban design week.』開催延期発表
14（金）：社会実験『urban design week.』代替え企画（スマートシティ
　　　　  スクール受講生向けオンライントーク配信）（～ 1/23）
20（木）：都市交通調査のあり方検討会 #3
23（日）：アーバンデザイン・トークテラス #01「松山と都市デザイン」
　　　　  YouTube 配信開始
27（木）：松山スマートシティ推進コンソーシアム mtg#10
29（土）：アーバンデザイン・トークテラス #02「街路のデザイン」
　　　　  YouTube 配信開始

2022 年 2 月
  6（日）：アーバンデザイン・トークテラス #03「道後の小空間」
　　　　  YouTube 配信開始
10（木）：松山スマートシティ推進コンソーシアム mtg#11
13（日）：アーバンデザイン・トークテラス #04「駅まちのデザイン」
　　　　  YouTube 配信開始

14（月）：UDCM 運営会議　#8
15（火）：日立京大ラボ　スマートシティ視察対応（オンライン会議）
　　　   ：アーバンデザイン・スマートシティスクール松山 受講生意向
　　　　  調査（～ 2/23）
17（木）：都市交通調査のあり方検討会 #4
18（金）：和歌山市　スマートシティ視察対応（オンライン会議）
20（日）：アーバンデザイン・トークテラス #05「新しい空間像」
　　　　  YouTube 配信開始
24（木）：松山スマートシティ推進コンソーシアム mtg#12
27（日）：アーバンデザイン・トークテラス #06「観光とまちづくり」
　　　　  YouTube 配信開始

2022 年 3 月
  6（日）：アーバンデザイン・トークテラス #07「スクール座談会」
　　　　  YouTube 配信開始
  7（月）：UDCM 運営会議　#9
  8（火）：都市マネジメント分科会　#3
10（木）：アーバンデザイン・スマートシティスクール松山 代替え企画
　　　　 （スマートシティスクール受講生インタビュー撮影）（～ 3/20）
12（土）：『未開催展』＠ UDCM もぶるラウンジ（～ 9/30 予定）
　　　   ：アーバンデザイン・スマートシティスクール松山 花園グループ
　　　　  活動プラン実施（～ 3/31）
14（月）：アバンアソシエイツ、鹿島建設、NTT 都市開発視察対応
22（火）：一般社団法人 UDNM 理事会
24（木）：松山スマートシティ推進コンソーシアム mtg#13
30（水）：松山の新たな駅まちづくりシンポジウム
31  （木）：都市ビジョン構築に向けた関連資料、活動報告のまとめページ
　　　　  の公開



UDCM Annual Report 2021

84

委員 / 講演 / 視察対応 / 受賞

〈委員〉

● 未来へつなぐ道後まちづくり実行委員会（委員）：吉田
● 河原デザイン・アート専門学校教育課程編成委員会（委員）：板東
● スマートシティ官民連携プラットフォーム都市マネジメント分科会（提案者）：三谷，吉田

〈講演〉

● 道後学　第 2 回投資効果まちづくり勉強会＠愛媛大学法文学部本館
    「道後歩行回遊分析に基づくシミュレーションモデルの開発とその適用」： 三谷
● 第 3 回 JSTE シンポジウム - 次世代モビリティの社会実装に向けた課題と展望 - ＠松山コミュニティセンター
    「松山都市圏を対象としたデータ駆動型都市プランニングによるスマートシティの実現」： 三谷
● 一般財団法人 地域活性化センター 令和３年度全国地域リーダー養成塾修了者研修会 @ オンライン

「松山アーバンデザインセンターの仕組みと取り組み」： 四戸

〈視察対応〉

① UDNM 視察対応事業
● 大分市商店街グループ _5 名、 2021.7.5（月） 
● 都市計画学会（エクスカーション）_17 名、 2021.11.5（金）
● 石巻まちづくりまんぼう、東北大 _2 名、 2021.11.8（月） 
● 山口大学、宇部市ほか _3 名、 2021.11.8（月）
● アバンアソシエイツ、鹿島建設、NTT 都市開発 _4 名、 2022.3.14（月）

②スマートシティほか
● 周南市 _2 名、 2021.12.22（水）
● 日立京大ラボ _ オンライン会議、 2022.2.15（火）
● 和歌山市 _ オンライン会議、 2022.2.18（金）

〈受賞〉

● 令和４年度都市景観大賞（景観まちづくり活動・ 教育部門）：優秀賞
　「アーバンデザイン・スマートシティスクール松山」
● 2021 年日本都市計画学会年間優秀論文賞
     地方都市郊外の旧村地域における動的景観構造
     - 愛媛県松山市余土地区及び久米地区の農地景観の変遷過程に着目して -
     都市計画論文集 , Vol.56-3, pp.1061-1068, 2021：四戸，羽藤，中出
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〈組織構成〉

〈スタッフ〉 （※は常勤スタッフ）センター長
副センター長

ディレクター

アシスタントディレクター
事務スタッフ

プロジェクトディレクター

プロジェクトアドバイザー

プロジェクトサポート学生スタッフ

羽藤 英二（東京大学）
松村 暢彦（愛媛大学）
羽鳥 剛史（愛媛大学）

三谷 卓摩（愛媛大学）※
四戸 秀和（愛媛大学）※
板東 ゆかり（愛媛大学）※
吉田 英生（愛媛大学）※
竹内 仁美（愛媛大学）※
日野 順子（愛媛大学）※
大野 利恵（愛媛大学）※

片岡 由香（愛媛大学）
松本 啓治（坂の上の雲ミュージアム）
石飛 直彦（復建調査設計）
福山 祥代（日産自動車）
伊藤 香織（東京理科大学）
大山 雄己（芝浦工業大学）
力村 真由（多摩美術大学）
芝原 貴史（東京大学）
古谷 純（日立製作所）
吉田 純土（国土交通省中国地方整備局）
岡田 栄司（いよぎん地域経済研究センター）
園部 修也（愛媛銀行ひめぎん情報センター）
小野 悠（豊橋技術科学大学）
浅子 佳英（PRINT & BUILD）
曲田 清維（愛媛大学）
井上 昌善（愛媛大学）
河内 俊樹（松山大学）
野方 円（松山東雲女子大学）
山中 亮（愛媛大学）
有吉 美恵（聖カタリナ大学）

千代田 憲子（愛媛大学）
泉谷 昇（NPO 法人いよココロザシ大学）

村上 悠斗　桂川 大誉
木下 朋香　石井 雄一郎
中出 舞　　木村 亮斗
石上 紗己　安倍 ひより
川中 榛名　濱田 優唯
山本 彩名　米山 明日香
松尾 悠馬

運営体制
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